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要
旨

　

旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
諸
国
で
は
学
校
教
育
制
度
の
改
革
が
進
展
し
、そ
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・

教
育
内
容
も
大
き
く
変
化
し
て
い
る
。各
国
で
教
育
内
容
が
異
な
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
く
、

と
く
に
歴
史
教
科
書
に
お
い
て
は
特
定
の
事
件
や
人
物
等
の
評
価
を
め
ぐ
っ
て
対
立
的
な
記
述

が
目
に
つ
き
、
そ
れ
が
紛
争
後
の
人
々
の
和
解
の
妨
げ
と
な
っ
て
い
る
面
も
あ
る
。
そ
の
一
例

が
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
各
地
に
住
む
セ
ル
ビ
ア
人
の
処
遇
を
め
ぐ
る
問
題
で
あ
る
。
こ
の
問
題

は
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
紛
争
の
一
つ
の
焦
点
で
あ
り
、
現
在
で
も
解
消
さ
れ
た
と
は
い
え
な
い

面
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
セ
ル
ビ
ア
お
よ
び
近
隣
諸
国
の
小
学
校
向
け
地
理
・
歴
史
教
科
書
を
参

照
し
つ
つ
、
地
理
教
科
書
の
記
述
を
中
心
に
、
そ
こ
に
描
か
れ
た
セ
ル
ビ
ア
国
外
、
と
く
に
近

隣
諸
国
に
在
住
す
る
セ
ル
ビ
ア
人
に
関
す
る
記
述
に
つ
い
て
分
析
を
進
め
た
。

　

現
在
の
セ
ル
ビ
ア
の
地
理
教
科
書
に
は
「
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
と
地
域
の
セ
ル
ビ
ア
人
」、
す
な

わ
ち
セ
ル
ビ
ア
国
外
の
セ
ル
ビ
ア
人
に
関
す
る
詳
し
い
記
述
が
あ
る
。
も
と
よ
り
、
歴
史
教
科

書
に
お
い
て
は
現
在
の
セ
ル
ビ
ア
に
限
ら
ず
、
広
く
セ
ル
ビ
ア
人
の
歴
史
が
描
か
れ
て
い
る
。

そ
れ
は
セ
ル
ビ
ア
国
外
の
セ
ル
ビ
ア
人
と
の
結
び
つ
き
を
重
視
す
る
セ
ル
ビ
ア
政
府
の
方
針
を

反
映
し
て
い
る
。
一
方
、
ク
ロ
ア
チ
ア
の
教
科
書
に
お
け
る
セ
ル
ビ
ア
人
に
関
す
る
記
述
と
比

較
す
る
と
、
ク
ロ
ア
チ
ア
の
地
理
教
科
書
に
は
セ
ル
ビ
ア
人
が
ほ
と
ん
ど
描
か
れ
て
お
ら
ず
、

ま
た
歴
史
教
科
書
で
は
一
九
九
〇
年
代
の
紛
争
に
お
け
る
「
反
乱
」
の
担
い
手
と
し
て
否
定
的

に
描
か
れ
る
面
が
あ
り
、
セ
ル
ビ
ア
の
教
科
書
に
お
い
て
ク
ロ
ア
チ
ア
人
の
セ
ル
ビ
ア
人
を
被

害
者
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
の
と
は
対
照
的
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
ク
ロ
ア
チ
ア
以
外
の
近
隣

諸
国
の
地
理
教
科
書
に
お
い
て
も
、
セ
ル
ビ
ア
人
に
関
す
る
記
述
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
敵
対
的

で
は
な
い
ま
で
も
無
関
心
で
あ
る
よ
う
に
見
え
る
。
学
校
教
育
の
場
に
お
い
て
、
紛
争
を
通
じ
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て
悪
化
し
た
国
民
感
情
の
克
服
に
貢
献
で
き
る
よ
う
な
、
い
っ
そ
う
の
教
科
書
改
善
の
努
力
が

必
要
で
あ
ろ
う
。

は
じ
め
に

　

ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
社
会
主
義
連
邦
共
和
国
の
分
裂
・
解
体
か
ら
三
〇
年
が
経
過

し
た
現
在
、
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
諸
国
で
は
学
校
教
育
制
度
の
改
革
が
進
展
し
、

そ
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
教
育
内
容
も
大
き
く
変
化
し
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
そ
の
中

で
も
セ
ル
ビ
ア
は
ク
ロ
ア
チ
ア
と
並
ん
で
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
連
邦
時
代
に
標
準

的
で
あ
っ
た
八
年
制
の
小
学
校
（
義
務
教
育
）
を
維
持
す
る
と
と
も
に
、
各
々
の
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
も
連
邦
時
代
か
ら
の
継
承
性
が
一
定
程
度
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
地
理

と
歴
史
は
小
学
校
五
年
生
か
ら
八
年
生
ま
で
必
修
で
あ
り
、
教
科
書
が
そ
れ
ぞ
れ
四

分
冊
と
な
っ
て
い
る
こ
と
も
、
と
も
に
連
邦
時
代
か
ら
変
わ
ら
な
い
。
一
方
で
は
、

各
国
で
教
育
内
容
が
異
な
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
と
く
に
歴
史
教
科
書
に
お

い
て
は
特
定
の
事
件
や
人
物
等
の
評
価
を
め
ぐ
っ
て
対
立
的
な
記
述
が
目
に
つ
き
、

そ
れ
が
紛
争
後
の
人
々
の
和
解
の
妨
げ
と
な
っ
て
き
た
面
も
あ
る
１
。

　

教
科
書
制
度
に
関
し
て
言
え
ば
、
ク
ロ
ア
チ
ア
を
は
じ
め
と
す
る
他
の
旧
ユ
ー
ゴ

ス
ラ
ヴ
ィ
ア
諸
国
か
ら
か
な
り
遅
れ
て
、
セ
ル
ビ
ア
で
は
二
〇
〇
〇
年
代
後
半
に
国

定
教
科
書
か
ら
認
可
制
の
教
科
書
制
度
に
移
行
し
、
各
教
科
書
の
記
述
内
容
に
あ
る

程
度
の
違
い
が
生
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
二
〇
二
一
〜
二
二
年
度
に
使
用
さ
れ
て
い

る
小
学
校
向
け
の
教
科
書
は
、
セ
ル
ビ
ア
で
は
地
理
が
各
学
年
九
〜
一
一
種
類
２
、

歴
史
が
各
学
年
九
〜
一
〇
種
類
３
と
な
っ
て
お
り
、
他
の
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
諸

国
よ
り
多
種
多
様
で
あ
る
（
同
じ
レ
ベ
ル
の
日
本
の
中
学
校
向
け
地
理
教
科
書
は
四

種
類
、
同
じ
く
歴
史
教
科
書
は
七
種
類
に
と
ど
ま
る
）４
。
な
お
、
現
行
教
科
書
は
、

セ
ル
ビ
ア
で
は
二
〇
一
八
年
度
か
ら
二
〇
二
一
年
度
に
か
け
て
順
次
認
可
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。

　

本
稿
で
は
、
セ
ル
ビ
ア
お
よ
び
近
隣
諸
国
の
小
学
校
向
け
地
理
・
歴
史
教
科
書
を

参
照
し
つ
つ
、
そ
こ
に
描
か
れ
た
セ
ル
ビ
ア
国
外
の
セ
ル
ビ
ア
人
に
関
す
る
記
述
に

つ
い
て
分
析
を
進
め
て
い
く
。
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
各
地
に
住
む
セ
ル
ビ
ア
人
の
処

遇
を
め
ぐ
る
問
題
は
、
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
紛
争
の
一
つ
の
焦
点
で
あ
っ
た
５
。
実

際
、
ま
だ
民
族
対
立
が
さ
ほ
ど
顕
在
化
し
て
い
な
か
っ
た
一
九
八
一
年
に
実
施
さ
れ

た
国
勢
調
査
結
果
を
見
る
限
り
、連
邦
構
成
共
和
国
ご
と
の
セ
ル
ビ
ア
人
の
比
率
は
、

セ
ル
ビ
ア
六
六
・
四
％
、
ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ヴ
ィ
ナ
三
二
・
〇
％
、
ク
ロ
ア
チ

ア
一
一
・
六
％
、
モ
ン
テ
ネ
グ
ロ
三
・
三
％
、
マ
ケ
ド
ニ
ア
二
・
三
％
、
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ

ア
二
・
二
％
で
あ
り
、
セ
ル
ビ
ア
共
和
国
以
外
の
連
邦
構
成
共
和
国
に
も
セ
ル
ビ
ア

人
が
広
く
居
住
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
６
。
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
社
会
主
義
連
邦

共
和
国
末
期
に
お
い
て
、「
セ
ル
ビ
ア
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
目
標
は
セ
ル
ビ
ア
共

和
国
の
自
立
性
の
強
化
や
分
離
で
は
な
く
、
共
和
国
の
外
部
に
暮
ら
す
セ
ル
ビ
ア
人

を
い
か
に
結
び
つ
け
る
か
で
あ
り
、
共
和
国
の
枠
を
超
え
た
セ
ル
ビ
ア
人
の
政
治
的

連
帯
を
目
指
す
こ
と
か
ら
『
大
セ
ル
ビ
ア
主
義
』
と
呼
ば
れ
る
こ
と
も
多
い
」７
と

さ
れ
る
。
同
じ
時
期
に
ク
ロ
ア
チ
ア
で
は
ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ヴ
ィ
ナ
に
住
む

ク
ロ
ア
チ
ア
人
や
い
わ
ゆ
る
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
と
の
関
係
が
強
化
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と

と
共
通
す
る
面
も
あ
る
８
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
紛
争
（
ク
ロ

ア
チ
ア
紛
争
、
ボ
ス
ニ
ア
紛
争
な
ど
）
あ
る
い
は
コ
ソ
ヴ
ォ
紛
争
を
通
じ
て
、
と
く
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に
ク
ロ
ア
チ
ア
や
コ
ソ
ヴ
ォ
の
セ
ル
ビ
ア
人
は
大
幅
に
減
少
し
た
が
、
な
お
一
定
規

模
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
維
持
し
て
お
り
、
そ
の
処
遇
が
問
題
視
さ
れ
る
こ
と
も
少
な

く
な
い
。

　

こ
れ
ま
で
、
セ
ル
ビ
ア
と
近
隣
諸
国
の
歴
史
教
科
書
に
関
し
て
は
、
か
な
り
の
数

の
研
究
成
果
の
蓄
積
が
あ
る
。
そ
れ
と
比
べ
て
、
地
理
教
科
書
に
関
す
る
研
究
は
非

常
に
限
定
的
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
主
と
し
て
地
理
教
科
書
の
記
述
に
着
目

し
、
近
隣
諸
国
の
地
理
教
科
書
と
歴
史
教
科
書
も
参
照
し
な
が
ら
、
ク
ロ
ア
チ
ア
の

セ
ル
ビ
ア
人
の
事
例
を
中
心
に
、
セ
ル
ビ
ア
人
の
処
遇
を
め
ぐ
る
問
題
が
学
校
教
育

に
ど
の
よ
う
な
形
で
反
映
さ
れ
て
い
る
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
一
助
と
し
た
い
。
ま

た
、
紙
幅
の
制
約
か
ら
、
本
稿
で
は
分
析
対
象
を
い
わ
ゆ
る
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
の
セ
ル

ビ
ア
人
全
体
で
は
な
く
、
セ
ル
ビ
ア
の
近
隣
諸
国
に
在
住
す
る
セ
ル
ビ
ア
人
に
関
す

る
記
述
に
限
定
し
、
取
り
上
げ
る
事
例
も
網
羅
的
で
は
な
い
。
個
々
の
事
例
や
デ
ィ

ア
ス
ポ
ラ
全
体
に
関
す
る
、
よ
り
詳
細
な
分
析
を
進
め
る
こ
と
を
今
後
の
課
題
と
し

た
い
。

一
．
セ
ル
ビ
ア
の
教
科
書
に
お
け
る
「
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
と
地
域
の
セ
ル
ビ
ア
人
」

　

現
在
の
セ
ル
ビ
ア
の
歴
史
教
科
書
は
も
と
よ
り
、
地
理
教
科
書
に
お
い
て
も
、
セ

ル
ビ
ア
国
外
の
セ
ル
ビ
ア
人
に
関
す
る
記
述
が
少
な
く
な
い
。
こ
れ
が
セ
ル
ビ
ア
政

府
の
姿
勢
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

　

ク
ロ
ア
チ
ア
を
は
じ
め
と
す
る
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
諸
国
で
は
、
す
で
に

一
九
九
〇
年
代
初
頭
か
ら
外
国
に
住
む
自
国
民
あ
る
い
は
自
国
か
ら
の
移
民
に
関
す

る
条
文
を
盛
り
込
ん
で
い
た
が
、
こ
れ
に
倣
っ
て
か
、
二
〇
〇
六
年
に
公
布
さ
れ
た

現
在
の
セ
ル
ビ
ア
共
和
国
憲
法
は
、
セ
ル
ビ
ア
共
和
国
が
外
国
に
い
る
セ
ル
ビ
ア
国

民
の
権
利
と
利
益
を
保
護
し
、
外
国
で
暮
ら
す
セ
ル
ビ
ア
人
と
祖
国
と
の
関
係
を
発

展
さ
せ
る
と
規
定
し
て
い
る
（
第
一
三
条
）９
。
二
〇
〇
九
年
に
施
行
さ
れ
た
「
デ
ィ

ア
ス
ポ
ラ
と
地
域
の
セ
ル
ビ
ア
人
に
関
す
る
法
律
」
に
よ
れ
ば
、
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
は

「
外
国
に
住
む
セ
ル
ビ
ア
共
和
国
の
国
民
」
お
よ
び
「
セ
ル
ビ
ア
共
和
国
お
よ
び
地

域
（region

）
か
ら
の
移
民
で
あ
る
セ
ル
ビ
ア
民
族
に
帰
属
す
る
者
お
よ
び
そ
の
子

孫
」10
と
定
義
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、「
地
域
の
セ
ル
ビ
ア
人
」
は
「
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア

共
和
国
、
ク
ロ
ア
チ
ア
共
和
国
、
ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ヴ
ィ
ナ
、
モ
ン
テ
ネ
グ

ロ
、
マ
ケ
ド
ニ
ア
共
和
国
、
ル
ー
マ
ニ
ア
、
ア
ル
バ
ニ
ア
共
和
国
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
共

和
国
に
住
む
セ
ル
ビ
ア
民
族
に
帰
属
す
る
者
」
と
さ
れ
て
お
り
、
近
隣
諸
国
の
う
ち

ブ
ル
ガ
リ
ア
共
和
国
が
含
ま
れ
て
い
な
い
。
二
〇
一
一
年
に
採
択
さ
れ
た
「
祖
国
と

デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
お
よ
び
祖
国
と
地
域
の
セ
ル
ビ
ア
人
の
関
係
の
維
持
・
強
化
に
関
す

る
戦
略
」11
に
お
い
て
も
、
こ
の
定
義
が
援
用
さ
れ
て
い
る
。
一
方
で
は
、
セ
ル
ビ
ア

に
は
二
〇
一
二
年
ま
で
は
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
省
（
二
〇
一
一
年
か
ら
一
二
年
ま
で
は

デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
・
宗
教
省
）
が
あ
っ
た
が
、
大
が
か
り
な
省
庁
再
編
に
よ
る
統
廃
合

を
経
て
、
現
在
で
は
セ
ル
ビ
ア
国
外
の
セ
ル
ビ
ア
人
に
関
す
る
事
項
は
外
務
省
の

「
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
と
地
域
の
セ
ル
ビ
ア
人
」と
の
協
力
の
た
め
の
部
局
の
管
轄
と
な
っ

て
い
る
12

。
彼
ら
を
組
織
化
す
る
た
め
、
各
国
の
セ
ル
ビ
ア
人
代
表
に
よ
る
「
デ
ィ

ア
ス
ポ
ラ
と
地
域
の
セ
ル
ビ
ア
人
議
会
」
が
設
け
ら
れ
て
い
る
ほ
か
13

、
セ
ル
ビ
ア

共
和
国
議
会
（
国
民
議
会
）
に
は
「
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
と
地
域
の
セ
ル
ビ
ア
人
」
委
員

会
が
あ
る
14

。
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こ
う
し
た
背
景
か
ら
、
す
で
に
二
〇
〇
六
年
に
制
定
さ
れ
た
学
習
指
導
要
領
に
相

当
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
お
い
て
、
小
学
校
八
年
生
の
地
理
に
「
我
が
国
の
外
の
セ
ル

ビ
ア
人
」
と
い
う
小
項
目
が
設
け
ら
れ
15

、
実
際
の
地
理
教
科
書
で
は
、
例
え
ば
教

科
書
局
と
ク
レ
ッ
ト
の
も
の
に
は「
セ
ル
ビ
ア
国
外
の
セ
ル
ビ
ア
人
」16
と
い
う
章
が
、

ま
た
フ
レ
ス
カ
の
も
の
に
は
「
離
散
す
る
セ
ル
ビ
ア
人
」17
と
い
う
章
が
設
け
ら
れ
て

い
た
。
そ
の
後
、
二
〇
一
九
年
に
改
訂
さ
れ
た
現
在
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
こ
れ
が

拡
充
さ
れ
、
小
学
校
八
年
生
の
地
理
に
「
地
域
と
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
の
セ
ル
ビ
ア
人
」

と
い
う
大
項
目
が
設
け
ら
れ
た
。
そ
の
内
容
は
「
モ
ン
テ
ネ
グ
ロ
の
セ
ル
ビ
ア
人
、

ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ヴ
ィ
ナ
の
セ
ル
ビ
ア
人
〜
ス
ル
プ
ス
カ
共
和
国
、
ク
ロ
ア

チ
ア
人
の
セ
ル
ビ
ア
人
、
そ
の
他
の
近
隣
諸
国
の
セ
ル
ビ
ア
人
、
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
の

セ
ル
ビ
ア
人
」
と
さ
れ
て
い
る
18

。

　

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
基
づ
き
、
二
〇
二
一
年
に
認
可
・
発
行
さ
れ
た
現
在
の
セ
ル

ビ
ア
の
小
学
校
八
年
生
向
け
地
理
教
科
書
に
は
、
必
ず
「
地
域
と
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
の

セ
ル
ビ
ア
人
」
と
い
う
章
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
教
科
書
に
よ
っ
て
そ

の
描
き
方
は
多
様
で
あ
り
、
と
く
に
「
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
の
セ
ル
ビ
ア
人
」
で
取
り
上

げ
る
国
や
地
域
に
は
ば
ら
つ
き
が
あ
る
。
各
教
科
書
が
「
地
域
と
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
の

セ
ル
ビ
ア
人
」
に
割
い
て
い
る
分
量
も
出
版
社
に
よ
っ
て
大
き
く
異
な
り
、
Ｂ
Ｉ
Ｇ

Ｚ
は
一
三
頁
19

、
ダ
ー
タ
・
ス
タ
ト
ゥ
ス
は
一
六
頁
20

、
エ
ド
ゥ
カ
は
一
一
頁
21

、
ゲ

ル
ン
デ
ィ
ユ
ム
は
一
〇
頁
22

、
ク
レ
ッ
ト
は
一
二
頁
23

、
ク
レ
ア
テ
ィ
ヴ
ニ
・
ツ
ェ
ン

タ
ル
は
一
九
頁
24

、
ノ
ヴ
ィ
・
ロ
ゴ
ス
は
一
〇
頁
25

、
ヴ
ル
カ
ン
は
六
頁
26

、
教
科
書

局
27

は
七
頁
と
な
っ
て
い
る
（
扉
や
練
習
問
題
を
含
む
）。
ま
た
、
教
科
書
に
お
け
る

「
地
域
の
セ
ル
ビ
ア
人
」
の
範
囲
は
前
述
の
「
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
と
地
域
の
セ
ル
ビ
ア

人
に
関
す
る
法
律
」
の
も
の
と
は
一
致
せ
ず
、
多
く
の
教
科
書
が
ブ
ル
ガ
リ
ア
の
セ

ル
ビ
ア
人
に
つ
い
て
も
取
り
上
げ
て
い
る
28

。

　

ク
レ
ッ
ト
の
地
理
教
科
書
で
は
「
歴
史
的
事
件
や
経
済
状
況
か
ら
数
多
く
の
セ
ル

ビ
ア
人
が
自
ら
の
祖
国
の
外
で
、
す
な
わ
ち
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
あ
る
い
は
離
散
の
中
で

暮
ら
す
こ
と
と
な
っ
た
」
と
し
つ
つ
、
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
に
は
「
外
国
で
暮
ら
す
セ
ル

ビ
ア
共
和
国
の
す
べ
て
の
国
民
を
含
む
」29
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、「
モ
ン
テ
ネ
グ

ロ
と
ス
ル
プ
ス
カ
共
和
国
の
セ
ル
ビ
ア
人
に
は
セ
ル
ビ
ア
で
無
償
の
学
校
教
育
お
よ

び
病
院
で
の
治
療
を
受
け
る
権
利
が
あ
る
。
地
域
の
、
二
重
国
籍
を
持
つ
す
べ
て
の

セ
ル
ビ
ア
人
に
は
、
セ
ル
ビ
ア
共
和
国
で
の
就
労
の
権
利
が
あ
る
」30
と
い
っ
た
補
足

的
な
説
明
も
あ
る
。

　

小
学
校
八
年
生
向
け
の
歴
史
教
科
書
は
第
一
次
世
界
大
戦
後
の
歴
史
を
取
り
扱
う

た
め
、
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
と
い
う
国
家
の
枠
組
み
に
お
い
て
必
然
的
に
現
在
の
セ

ル
ビ
ア
の
国
外
の
セ
ル
ビ
ア
人
の
動
向
に
つ
い
て
も
触
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
と
く

に
「
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
と
地
域
の
セ
ル
ビ
ア
人
」
と
い
う
項
目
を
設
け
て
い
る
も
の
が

あ
る
。
こ
こ
で
は
、
ま
ず
ク
レ
ッ
ト
の
教
科
書
の
一
節
を
引
用
す
る
。

　

セ
ル
ビ
ア
共
和
国
の
国
外
に
三
〇
〇
万
人
か
ら
四
〇
〇
万
人
の
デ
ィ
ア
ス
ポ

ラ
が
暮
ら
し
て
い
る
と
推
計
さ
れ
る
。
か
な
り
の
数
の
セ
ル
ビ
ア
人
が
祖
国
の

外
に
暮
ら
す
に
至
っ
た
理
由
は
い
く
つ
も
あ
る
。
過
去
に
も
現
在
に
も
経
済
的

理
由
が
あ
り
、
政
治
的
な
争
い
や
内
部
分
裂
、
戦
争
、
国
境
の
変
更
（
ユ
ー
ゴ

ス
ラ
ヴ
ィ
ア
社
会
主
義
連
邦
共
和
国
の
崩
壊
と
、
そ
れ
に
よ
り
セ
ル
ビ
ア
人
が

旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
の
各
共
和
国
で
少
数
民
族
に
な
っ
た
こ
と
）
な
ど
で
あ
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る
。
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
社
会
主
義
連
邦
共
和
国
の
崩
壊
に
よ
っ
て
、
国
外
に

暮
ら
す
セ
ル
ビ
ア
人
の
数
は
増
加
し
、
こ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
住
民
を
「
地
域
の

セ
ル
ビ
ア
人
」
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
。
セ
ル
ビ
ア
人
が
世
界
中
に
離
散
し
は

じ
め
た
頃
か
ら
現
在
ま
で
、
セ
ル
ビ
ア
正
教
会
は
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
の
セ
ル
ビ
ア

人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
民
族
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
維
持
す
る
上
で
重
要
な
役

割
を
演
じ
て
き
た
。
二
〇
世
紀
を
通
じ
て
、
正
教
会
は
祖
国
と
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ

を
結
び
つ
け
る
重
要
な
組
織
で
あ
っ
た
。
現
在
セ
ル
ビ
ア
共
和
国
が
抱
え
る
最

大
の
問
題
の
一
つ
が
、
高
度
の
教
育
を
受
け
た
人
々
の
国
外
移
住
で
あ
る
。
移

行
期
国
家
で
あ
り
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
連
合
の
加
盟
候
補
国
で
あ
る
セ
ル
ビ
ア
に
と
っ

て
、
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
の
役
割
は
非
常
に
大
き
な
意
味
を
持
つ
。
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ

の
経
済
的
・
文
化
的
結
び
つ
き
、
彼
ら
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
連
合
諸
国
や
そ
の
他
の

西
側
諸
国
に
お
け
る
労
働
や
暮
ら
し
の
知
識
と
経
験
は
、
セ
ル
ビ
ア
共
和
国
の

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
連
合
へ
の
近
道
に
大
き
く
貢
献
で
き
る
31

。

　

ま
た
、
ヴ
ル
カ
ン
の
歴
史
教
科
書
に
は
、
各
国
に
お
け
る
セ
ル
ビ
ア
人
の
法
的
地

位
を
含
め
て
、
以
下
の
概
略
的
な
記
述
が
あ
る
。

　

セ
ル
ビ
ア
人
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
は
数
多
い
が
、
ど
の
く
ら
い
の
セ
ル
ビ
ア
人
が

国
を
去
っ
た
の
か
正
確
に
は
特
定
で
き
な
い
。
数
多
く
の
セ
ル
ビ
ア
国
籍
を
持

つ
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
は
主
と
し
て
二
〇
世
紀
を
通
じ
て
非
常
に
頻
繁
に
見
ら
れ
た

移
民
の
結
果
で
あ
る
。
人
々
は
経
済
的
・
政
治
的
理
由
、
こ
の
国
で
の
戦
争
や

政
治
的
大
変
動
の
た
め
、
セ
ル
ビ
ア
を
去
っ
た
。

　

国
際
移
住
機
関
の
二
〇
〇
八
年
の
デ
ー
タ
に
よ
れ
ば
、
四
二
〇
万
人
か
ら

五
八
〇
万
人
の
セ
ル
ビ
ア
人
あ
る
い
は
そ
の
子
孫
が
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
と
な
っ
て

い
る
。

　

セ
ル
ビ
ア
国
外
で
も
っ
と
も
数
多
く
の
セ
ル
ビ
ア
人
が
暮
ら
し
て
い
る
の
は

旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
の
諸
共
和
国
で
あ
る
。
ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ヴ
ィ

ナ
で
は
セ
ル
ビ
ア
人
は
主
要
構
成
民
族
の
地
位
を
得
て
い
る
。
ク
ロ
ア
チ
ア
と

北
マ
ケ
ド
ニ
ア
で
は
彼
ら
は
少
数
民
族
で
あ
る
が
、
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
で
は
住
民

の
二
％
を
構
成
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
少
数
民
族
と
し
て
の
権
利
を
奪
わ

れ
て
い
る
。
モ
ン
テ
ネ
グ
ロ
で
は
二
番
目
に
数
の
多
い
民
族
で
あ
る
セ
ル
ビ
ア

人
の
地
位
は
法
的
に
規
定
さ
れ
て
い
な
い
32

。

　

な
お
、
セ
ル
ビ
ア
は
コ
ソ
ヴ
ォ
の
独
立
を
認
め
て
お
ら
ず
、
依
然
と
し
て
セ
ル
ビ

ア
の
中
の
コ
ソ
ヴ
ォ
・
メ
ト
ヒ
ヤ
自
治
州
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
た
め
、コ
ソ
ヴ
ォ

の
セ
ル
ビ
ア
人
に
関
す
る
記
述
は
少
な
い
。
例
え
ば
、
教
科
書
局
の
地
理
教
科
書
で

は
「
二
〇
〇
八
年
に
コ
ソ
ヴ
ォ
は
セ
ル
ビ
ア
国
家
か
ら
の
独
立
を
宣
言
し
た
が
、
こ

の
独
立
を
セ
ル
ビ
ア
は
認
め
な
か
っ
た
。
世
界
中
の
一
定
数
の
国
々
が
コ
ソ
ヴ
ォ
を

独
立
国
と
し
て
承
認
し
た
が
、か
な
り
の
数
の
国
々
が
そ
う
で
は
な
か
っ
た
。
近
年
、

こ
の
自
称
国
家
の
承
認
を
撤
回
す
る
国
々
が
増
え
て
い
る
」33
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

に
加
え
て
、「
コ
ソ
ヴ
ォ
・
メ
ト
ヒ
ヤ
か
単
に
コ
ソ
ヴ
ォ
か
？
」
と
い
う
コ
ラ
ム
で

「
コ
ソ
ヴ
ォ
・
メ
ト
ヒ
ヤ
地
方
は
現
在
で
は
自
称
国
家
の
名
称
に
よ
っ
て
世
界
中
か

ら
コ
ソ
ヴ
ォ
と
い
う
名
称
で
呼
ば
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
誤
り
で
あ
る
。
こ
の
セ
ル

ビ
ア
の
自
治
州
は
二
つ
の
部
分
、
す
な
わ
ち
二
つ
の
盆
地
、
コ
ソ
ヴ
ォ
盆
地
と
メ
ト
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ヒ
ヤ
盆
地
か
ら
な
り
、
コ
ソ
ヴ
ォ
・
メ
ト
ヒ
ヤ
地
方
の
名
称
こ
そ
が
正
当
な
も
の
で

あ
る
」34
と
い
っ
た
説
明
が
あ
る
。
一
方
、ク
レ
ッ
ト
の
地
理
教
科
書
で
は「
二
〇
〇
八

年
二
月
に
コ
ソ
ヴ
ォ
・
メ
ト
ヒ
ヤ
の
独
立
が
一
方
的
に
宣
言
さ
れ
た
が
、
こ
の
決
議

を
世
界
中
の
数
多
く
の
国
々
が
非
難
し
て
い
る
。
そ
の
際
に
自
称
コ
ソ
ヴ
ォ
共
和
国

が
樹
立
さ
れ
た
が
、
セ
ル
ビ
ア
共
和
国
は
こ
れ
を
認
め
て
い
な
い
」
35

と
、
よ
り
簡

潔
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
ど
の
歴
史
教
科
書
で
も
、
コ
ソ
ヴ
ォ
紛
争
の
詳
し

い
経
緯
と
と
も
に
、そ
の
一
方
的
な
独
立
宣
言
を
非
難
す
る
記
述
が
見
ら
れ
る
。も
っ

と
も
、
コ
ソ
ヴ
ォ
で
は
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
社
会
主
義
連
邦
共
和
国
時
代
か
ら
独
自

の
教
科
書
が
出
版
さ
れ
て
お
り
、
現
在
で
も
セ
ル
ビ
ア
と
は
ま
っ
た
く
別
の
教
科
書

が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
地
理
・
歴
史
教
科
書
で
は
、
コ
ソ
ヴ
ォ
が
独
立
し

た
も
の
と
し
て
記
述
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
36

。

二
．
ク
ロ
ア
チ
ア
の
セ
ル
ビ
ア
人

　

二
〇
一
一
年
の
国
勢
調
査
結
果
に
よ
れ
ば
37

、
ク
ロ
ア
チ
ア
に
は
総
人
口
の
四
・

三
六
％
、
一
八
万
六
六
三
三
人
の
セ
ル
ビ
ア
人
が
居
住
し
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
旧

ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
連
邦
時
代
末
期
の
一
九
九
一
年
の
国
勢
調
査
で
は
38

、
総
人
口

の
一
二
・
一
六
％
、
五
八
万
一
六
六
三
人
の
セ
ル
ビ
ア
人
が
居
住
し
て
お
り
、

一
九
九
〇
年
代
の
紛
争
を
通
じ
て
大
き
な
人
口
変
動
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ク

ロ
ア
チ
ア
に
お
け
る
セ
ル
ビ
ア
人
問
題
と
彼
ら
を
含
む
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
処
遇
等
を

め
ぐ
っ
て
は
、
日
本
で
も
す
ぐ
れ
た
研
究
成
果
が
あ
る
39

。

　

ク
レ
ッ
ト
の
地
理
教
科
書
で
は
、
次
の
よ
う
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。「
ユ
ー
ゴ
ス

ラ
ヴ
ィ
ア
社
会
主
義
連
邦
共
和
国
崩
壊
前
、
ク
ロ
ア
チ
ア
の
領
土
に
約
六
〇
万
人
の

セ
ル
ビ
ア
人
が
暮
ら
し
て
い
た
。
一
九
九
一
年
か
ら
九
五
年
に
か
け
て
の
時
期
に
、

セ
ル
ビ
ア
人
住
民
が
住
ん
で
い
た
諸
地
方
に
ク
ニ
ン
を
行
政
上
の
中
心
地
と
し
て
ク

ラ
イ
ナ
・
セ
ル
ビ
ア
人
共
和
国
が
形
成
さ
れ
た
。
こ
の
地
域
に
お
け
る
セ
ル
ビ
ア
人

住
民
の
迫
害
は
一
九
九
五
年
五
月
の
軍
と
警
察
に
よ
る
「
稲
妻
」
作
戦
で
始
ま
り
、

九
五
年
八
月
の
軍
に
よ
る
「
嵐
」
作
戦
後
に
も
生
じ
た
。
ク
ラ
イ
ナ
・
セ
ル
ビ
ア
人

共
和
国
は
消
滅
し
た
。
前
述
の
軍
事
作
戦
を
通
じ
て
、
数
多
く
の
セ
ル
ビ
ア
人
が
ス

ラ
ヴ
ォ
ニ
ア
、
リ
カ
、
コ
ル
ド
ゥ
ン
そ
の
他
の
ク
ラ
イ
ナ
を
構
成
し
て
い
た
諸
地
方

か
ら
追
放
さ
れ
た
」40
。
こ
の
教
科
書
の
同
じ
頁
に
は
、「
嵐
」
作
戦
後
に
ク
ロ
ア
チ

ア
か
ら
脱
出
す
る
セ
ル
ビ
ア
人
難
民
の
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、「
現

在
、
ク
ロ
ア
チ
ア
に
は
約
一
八
万
六
〇
〇
〇
人
の
セ
ル
ビ
ア
人
が
、
主
と
し
て
ス
ラ

ヴ
ォ
ニ
ア
と
バ
ラ
ニ
ャ
に
暮
ら
し
て
い
る
。
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
社
会
主
義
連
邦
共

和
国
崩
壊
後
、
セ
ル
ビ
ア
人
か
ら
主
要
構
成
民
族
と
し
て
の
地
位
が
奪
わ
れ
、
現
在

彼
ら
は
ク
ロ
ア
チ
ア
に
お
け
る
最
大
の
少
数
民
族
と
な
っ
て
い
る
（
総
人
口
の
四
・

四
％
）」41
と
い
う
説
明
が
続
い
て
い
る
。

　

ま
た
、
ノ
ヴ
ィ
・
ロ
ゴ
ス
の
地
理
教
科
書
で
は
、
詳
し
い
歴
史
的
背
景
と
あ
わ
せ

て
、
次
の
よ
う
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
同
じ
頁
に
は
、
か
つ
て
の
軍
政
国
境
地
帯
の

地
図
と
セ
ル
ビ
ア
正
教
会
の
ク
ル
カ
修
道
院
な
ど
の
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　

ク
ロ
ア
チ
ア
に
は
二
〇
一
一
年
の
国
勢
調
査
で
は
こ
の
国
の
全
住
民
の
四
・

三
六
％
に
あ
た
る
約
一
八
万
六
〇
〇
〇
人
の
セ
ル
ビ
ア
民
族
の
構
成
員
が
暮
ら

し
て
い
た
。
ビ
ザ
ン
ツ
皇
帝
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ス
七
世
ポ
ル
フ
ュ
ロ
ゲ
ネ
ト
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ス
（
九
四
四
〜
九
五
九
年
）
に
よ
れ
ば
、
セ
ル
ビ
ア
人
の
一
族
で
あ
る
コ
ナ
ヴ

レ
人
、
ザ
フ
ム
リ
ェ
人
、
ネ
レ
ト
ヴ
ァ
人
が
す
で
に
七
世
紀
か
ら
コ
ナ
ヴ
レ
か

ら
ツ
ェ
テ
ィ
ナ
川
の
河
口
ま
で
の
地
域
に
広
が
っ
て
い
た
。
セ
ル
ビ
ア
人
は

オ
ー
ス
ト
リ
ア
帝
国
の
一
部
で
あ
る
軍
政
国
境
地
帯
に
お
け
る
国
境
兵
で
あ

り
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
共
和
国
時
代
の
ダ
ル
マ
チ
ア
で
も
同
様
で
あ
っ
た
。
ク

ロ
ア
チ
ア
に
お
け
る
セ
ル
ビ
ア
人
の
総
数
は
、
総
人
口
の
一
二
・
二
％
に
あ
た

る
約
五
八
万
一
〇
〇
〇
人
ほ
ど
で
あ
っ
た
一
九
九
一
年
の
国
勢
調
査
と
比
べ

て
減
少
し
て
い
る
。
ク
ロ
ア
チ
ア
に
お
け
る
セ
ル
ビ
ア
人
の
減
少
に
は
、
か

つ
て
の
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
社
会
主
義
連
邦
共
和
国
の
領
域
に
お
け
る
紛
争

（
一
九
九
一
〜
九
五
年
）
が
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
セ
ル
ビ
ア
人
が
暮
ら
し
て
い

た
諸
地
方
に
は
、
紛
争
中
に
「
ク
ラ
イ
ナ
・
セ
ル
ビ
ア
人
共
和
国
」
が
創
設
さ

れ
た
が
、
一
九
九
五
年
に
消
滅
し
、
二
五
万
人
以
上
の
セ
ル
ビ
ア
人
が
こ
の
地

域
を
逃
れ
た
。
ク
ロ
ア
チ
ア
に
お
け
る
セ
ル
ビ
ア
人
の
多
く
が
現
在
で
は
ザ
グ

レ
ブ
、
バ
ニ
ヤ
、
コ
ル
ド
ゥ
ン
、
リ
カ
、
北
ダ
ル
マ
チ
ア
、
ス
ラ
ヴ
ォ
ニ
ア
、

西
ス
レ
ム
、
バ
ラ
ニ
ャ
に
暮
ら
し
て
い
る
。
よ
り
少
数
の
セ
ル
ビ
ア
人
は
南
ダ

ル
マ
チ
ア
、
ビ
ロ
ゴ
ラ
、
モ
ス
ラ
ヴ
ィ
ナ
、
ゴ
ル
ス
キ
・
コ
タ
ル
、
イ
ス
ト
リ

ア
に
暮
ら
し
て
い
る
42

。

　

ク
レ
ア
テ
ィ
ヴ
ニ
・
ツ
ェ
ン
タ
ル
の
地
理
教
科
書
に
は
、
全
般
的
に
各
国
の
セ
ル

ビ
ア
人
に
関
す
る
詳
し
い
記
述
が
あ
る
。
か
な
り
の
程
度
、
ノ
ヴ
ィ
・
ロ
ゴ
ス
の
も

の
と
重
複
す
る
が
、
こ
こ
で
は
「
ク
ロ
ア
チ
ア
の
セ
ル
ビ
ア
人
」
の
冒
頭
部
分
を
引

用
す
る
。

　

現
在
の
ク
ロ
ア
チ
ア
共
和
国
の
特
定
の
地
方
（
コ
ナ
ヴ
レ
か
ら
ツ
ェ
テ
ィ
ナ

川
の
ア
ド
リ
ア
海
へ
の
出
口
に
至
る
地
域
）
に
、
セ
ル
ビ
ア
民
族
は
中
世
初
期

か
ら
存
在
し
て
い
た
。
こ
れ
に
関
し
て
は
、
一
〇
世
紀
の
ビ
ザ
ン
ツ
皇
帝
コ
ン

ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ス
七
世
ポ
ル
フ
ュ
ロ
ゲ
ネ
ト
ス
の
文
書
が
証
明
し
て
い
る
。
の

ち
に
、
こ
の
地
方
は
ネ
マ
ニ
ッ
チ
朝
の
セ
ル
ビ
ア
国
家
に
編
入
さ
れ
た
。
ト
ル

コ
の
バ
ル
カ
ン
半
島
へ
の
侵
攻
に
よ
っ
て
、
そ
し
て
古
い
セ
ル
ビ
ア
系
国
家
の

征
服
に
よ
っ
て
、
セ
ル
ビ
ア
人
は
バ
ル
カ
ン
半
島
の
西
側
と
北
側
の
境
界
に
向

か
っ
て
押
し
出
さ
れ
た
。
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
帝
国
南
部
の
国
境
地
帯
（
軍
政
国
境

地
帯
）
で
は
、
セ
ル
ビ
ア
人
は
国
境
兵
、
す
な
わ
ち
彼
ら
が
暮
ら
す
土
地
を
所

有
す
る
見
返
り
に
こ
の
国
の
南
側
の
国
境
を
ト
ル
コ
か
ら
守
る
兵
士
と
し
て
の

役
割
を
演
じ
た
。
こ
れ
と
似
た
役
割
を
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
共
和
国
の
支
配
下
に

あ
っ
た
ダ
ル
マ
チ
ア
の
セ
ル
ビ
ア
人
も
果
た
し
た
。
二
〇
世
紀
初
頭
か
ら
現
在

ま
で
、
セ
ル
ビ
ア
人
は
現
在
の
ク
ロ
ア
チ
ア
共
和
国
の
国
境
地
帯
に
住
む
人

口
第
二
位
の
集
団
で
あ
る
。
激
動
の
政
治
的
争
い
と
悲
劇
的
な
戦
争
に
よ
っ

て
、
彼
ら
の
数
は
つ
ね
に
減
少
し
て
き
た
。
現
在
の
ク
ロ
ア
チ
ア
領
に
お
け
る

国
勢
調
査
結
果
に
よ
れ
ば
、
総
人
口
に
占
め
る
セ
ル
ビ
ア
人
の
比
率
が
も
っ
と

も
高
か
っ
た
の
は
一
九
二
一
年
（
二
二
・
一
％
）、
も
っ
と
も
低
か
っ
た
の
は

二
〇
一
一
年
（
四
・
三
六
％
）
で
あ
っ
た
。
一
九
九
一
年
か
ら
二
〇
〇
一
年
ま

で
の
時
期
だ
け
で
も
、
ク
ロ
ア
チ
ア
に
お
け
る
セ
ル
ビ
ア
人
の
数
は
約
四
〇
万

人
も
減
少
し
た
。
セ
ル
ビ
ア
人
が
彼
ら
の
長
年
に
わ
た
る
ク
ロ
ア
チ
ア
に
お
け

る
故
郷
か
ら
い
な
く
な
っ
た
主
な
原
因
は
同
化
（
多
数
派
で
あ
る
ク
ロ
ア
チ
ア

人
と
の
関
係
に
お
け
る
セ
ル
ビ
ア
人
の
従
属
的
な
地
位
の
た
め
）、
第
二
次
世
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界
大
戦
中
の
ウ
ス
タ
シ
ャ
に
よ
る
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
、
そ
し
て
一
九
九
五
年
に
行

わ
れ
た
軍
事
作
戦
「
嵐
」
を
通
じ
た
彼
ら
の
強
制
的
な
追
放
で
あ
る
。
ク
ロ
ア

チ
ア
か
ら
の
難
民
・
避
難
民
の
も
っ
と
も
多
く
が
セ
ル
ビ
ア
と
ス
ル
プ
ス
カ
共

和
国
に
、
そ
の
ほ
か
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
世
界
の
数
多
く
の
国
々
に
移
住
し
て
い

る
43

。

　

前
述
の
通
り
、
セ
ル
ビ
ア
の
歴
史
教
科
書
で
は
、
ク
ロ
ア
チ
ア
の
セ
ル
ビ
ア
人
に

関
す
る
記
述
も
少
な
く
な
い
。
そ
も
そ
も
、
小
学
校
六
年
生
で
扱
う
近
世
史
で
は
、

セ
ル
ビ
ア
人
が
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
支
配
下
の
軍
政
国
境
地
帯
や
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
支
配
下

の
ダ
ル
マ
チ
ア
な
ど
に
住
ん
で
い
た
た
め
、
必
ず
触
れ
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
ま
た

小
学
校
七
年
生
で
扱
う
近
代
史
で
は
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
支
配
下
の
ク
ロ
ア
チ
ア
、
ス
ラ

ヴ
ォ
ニ
ア
、
ダ
ル
マ
チ
ア
の
セ
ル
ビ
ア
人
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
小
学
校
八
年

生
で
扱
う
現
代
史
で
は
、
と
く
に
第
二
次
世
界
大
戦
中
の
「
ク
ロ
ア
チ
ア
独
立
国
」

に
お
け
る
セ
ル
ビ
ア
人
の
処
遇
と
一
九
九
〇
年
代
の
ク
ロ
ア
チ
ア
独
立
と
関
連
し
た

セ
ル
ビ
ア
人
の
動
向
に
つ
い
て
、
非
常
に
詳
し
い
記
述
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
ど
の
歴

史
教
科
書
で
も
強
調
さ
れ
、
ク
ロ
ア
チ
ア
の
歴
史
教
科
書
と
の
不
一
致
が
し
ば
し
ば

指
摘
さ
れ
る
部
分
も
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
や
や
長
く
な
る
が
、
Ｂ
Ｉ
Ｇ
Ｚ
の
小
学

校
八
年
生
向
け
の
教
科
書
の
記
述
を
、
そ
の
一
例
と
し
て
引
用
す
る
。

　

ク
ロ
ア
チ
ア
独
立
国
の
領
土
で
は
、
セ
ル
ビ
ア
人
、
ユ
ダ
ヤ
人
、
ロ
マ
に
対

す
る
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
が
行
わ
れ
た
。

　

人
種
主
義
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
あ
わ
せ
て
、
ま
た
ヒ
ト
ラ
ー
の
ド
イ
ツ
に

従
っ
て
、
ウ
ス
タ
シ
ャ
は
セ
ル
ビ
ア
人
、
ユ
ダ
ヤ
人
、
ロ
マ
の
大
規
模
な
殺
害

に
着
手
し
た
。
セ
ル
ビ
ア
人
の
迫
害
と
殺
害
は
す
で
に
一
九
四
一
年
四
月
に
始

ま
っ
て
お
り
、
終
戦
ま
で
続
い
た
。
ウ
ス
タ
シ
ャ
政
権
の
計
画
は
、
セ
ル
ビ
ア

人
の
三
分
の
一
を
殺
害
し
、
三
分
の
一
を
ロ
ー
マ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
信
仰
に
改
宗

さ
せ
、
三
分
の
一
を
追
放
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

ク
ロ
ア
チ
ア
独
立
国
が
創
設
さ
れ
る
と
す
ぐ
に
、
セ
ル
ビ
ア
人
は
法
律
の
適

用
外
と
さ
れ
た
。
職
場
か
ら
解
雇
さ
れ
、
彼
ら
の
財
産
も
奪
わ
れ
た
。
キ
リ
ル

文
字
は
禁
止
さ
れ
、
左
腕
に
は
自
ら
の
信
仰
を
示
す
記
号
を
の
せ
た
白
い
腕
章

を
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。
そ
れ
以
外
に
も
、
大
量
逮
捕
・
殺
害
の

形
で
物
理
的
な
迫
害
が
続
い
た
。
特
別
収
容
所
が
設
置
さ
れ
た
が
、
そ
の
中
で

最
も
有
名
な
の
が
ヤ
セ
ノ
ヴ
ァ
ツ
で
あ
り
、
そ
こ
で
収
容
者
は
も
っ
と
も
残
忍

な
方
法
で
殺
さ
れ
た
。
そ
の
大
半
は
セ
ル
ビ
ア
人
で
あ
り
、
そ
の
ほ
か
に
ユ
ダ

ヤ
人
、
ロ
マ
、
そ
し
て
ク
ロ
ア
チ
ア
人
の
反
フ
ァ
シ
ス
ト
や
ウ
ス
タ
シ
ャ
政
権

の
反
対
者
も
い
た
。
ゴ
ス
ピ
ッ
チ
＝
ヤ
ド
ヴ
ノ
＝
パ
グ
の
収
容
所
の
複
合
体
も

大
規
模
な
処
刑
場
で
あ
っ
た
。
ジ
ャ
コ
ヴ
ォ
、
ス
タ
ラ
・
グ
ラ
デ
ィ
シ
ュ
カ
、

そ
の
他
の
場
所
で
も
大
規
模
な
殺
害
が
行
わ
れ
た
。
ヤ
ス
ト
レ
バ
ル
ス
コ
に
は

子
ど
も
の
収
容
所
が
存
在
し
た
が
、
そ
れ
は
占
領
下
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
唯
一
の

施
設
で
あ
っ
た
。
学
問
的
に
は
、
ロ
ー
マ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
信
仰
へ
の
改
宗
は

二
〇
万
人
以
上
が
行
い
、
ク
ロ
ア
チ
ア
独
立
国
の
領
土
か
ら
占
領
下
の
セ
ル
ビ

ア
に
約
四
〇
万
人
の
セ
ル
ビ
ア
人
が
逃
れ
た
と
さ
れ
る
。

　

ウ
ス
タ
シ
ャ
は
迫
害
を
セ
ル
ビ
ア
正
教
会
に
対
し
て
も
行
っ
た
。
か
な
り
の

数
の
教
会
と
修
道
院
が
破
壊
さ
れ
、
正
教
会
の
聖
職
者
が
犠
牲
と
な
っ
た
44

。
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ク
ロ
ア
チ
ア
で
は
一
九
九
〇
年
末
に
憲
法
改
正
が
行
わ
れ
、
ク
ロ
ア
チ
ア
は

ク
ロ
ア
チ
ア
民
族
の
国
家
で
あ
る
と
規
定
さ
れ
た
。
ク
ロ
ア
チ
ア
の
セ
ル
ビ
ア

人
は
主
要
構
成
民
族
と
し
て
の
地
位
を
失
い
、
少
数
民
族
で
あ
る
と
宣
言
さ
れ

た
。
ク
ロ
ア
チ
ア
の
セ
ル
ビ
ア
人
は
こ
の
変
更
お
よ
び
セ
ル
ビ
ア
語
・
キ
リ
ル

文
字
の
地
位
に
不
満
を
抱
き
、
脅
か
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
た
。
政
治
的
に
は
、

セ
ル
ビ
ア
民
主
党
が
結
成
さ
れ
、
セ
ル
ビ
ア
民
族
が
ク
ロ
ア
チ
ア
国
内
で
自
治

を
獲
得
す
る
こ
と
を
求
め
た
。

　

ク
ロ
ア
チ
ア
の
独
立
が
一
九
九
一
年
六
月
二
五
日
に
宣
言
さ
れ
た
。
エ
ス

ニ
ッ
ク
な
緊
張
状
態
と
偶
発
的
事
件
が
、
ク
ロ
ア
チ
ア
人
と
セ
ル
ビ
ア
人
の
間

の
、
そ
し
て
独
立
し
た
ク
ロ
ア
チ
ア
軍
と
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
人
民
軍
（
Ｊ
Ｎ

Ａ
）
と
の
間
の
大
規
模
な
武
力
紛
争
に
発
展
し
た
。
セ
ル
ビ
ア
人
は
一
九
九
一

年
一
二
月
に
彼
ら
が
多
数
派
と
し
て
暮
ら
し
て
い
た
諸
地
域
で
ク
ニ
ン
を
中
心

地
と
す
る
ク
ラ
イ
ナ
・
セ
ル
ビ
ア
人
共
和
国
の
設
立
を
宣
言
し
た
。

　

一
九
九
二
年
初
頭
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
共
同
体
は
ク
ロ
ア
チ
ア
の
独
立
を
承
認
し

た
。
そ
の
後
、
Ｊ
Ｎ
Ａ
は
ク
ロ
ア
チ
ア
お
よ
び
ク
ラ
イ
ナ
・
セ
ル
ビ
ア
人
共
和

国
の
領
土
か
ら
撤
退
し
、
国
連
平
和
軍
（
Ｕ
Ｎ
Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｆ
Ｏ
Ｒ
）
が
展
開
さ
れ

た
。
彼
ら
は
一
時
的
に
平
和
を
も
た
ら
す
こ
と
に
成
功
し
た
が
、
そ
れ
に
も
か

か
ら
ず
紛
争
は
継
続
し
た
。
国
連
は
一
九
九
二
年
五
月
に
ク
ロ
ア
チ
ア
を
独
立

国
と
し
て
承
認
し
た
。

　

ク
ロ
ア
チ
ア
軍
は
一
九
九
五
年
に
「
稲
妻
」
作
戦
と
「
嵐
」
作
戦
を
実
行
し
、

国
連
軍
の
保
護
下
に
あ
っ
た
ク
ラ
イ
ナ
・
セ
ル
ビ
ア
人
共
和
国
の
領
土
の
大
半

を
奪
取
し
た
。
東
ス
ラ
ヴ
ォ
ニ
ア
は
形
式
的
に
は
一
九
九
八
年
に
ク
ロ
ア
チ
ア

に
編
入
さ
れ
た
。

　

ク
ロ
ア
チ
ア
に
お
け
る
戦
争
で
一
万
七
〇
〇
〇
人
以
上
の
人
々
が
亡
く
な
っ

た
と
見
積
も
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
中
に
は
か
な
り
の
数
の
一
般
市
民
も
含
ま
れ

て
い
た
。
甚
大
な
物
的
破
壊
も
も
た
ら
さ
れ
た
。
セ
ル
ビ
ア
人
の
大
半
が
、
な

か
で
も
約
二
五
万
人
が
「
稲
妻
」
作
戦
と
「
嵐
」
作
戦
の
の
ち
に
ク
ロ
ア
チ
ア

か
ら
逃
れ
た
。
こ
れ
ら
の
作
戦
中
・
作
戦
後
に
セ
ル
ビ
ア
人
の
一
般
市
民
に
対

す
る
犯
罪
が
行
わ
れ
、
数
多
く
の
逃
れ
た
セ
ル
ビ
ア
人
の
家
屋
が
焼
き
払
わ
れ

た
45

。

　

な
お
、
こ
れ
と
は
別
に
、
ク
レ
ッ
ト
の
歴
史
教
科
書
に
は
、
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア

紛
争
（
と
く
に
ク
ロ
ア
チ
ア
紛
争
）
の
詳
し
い
紹
介
と
と
も
に
、
ク
ロ
ア
チ
ア
在
住

セ
ル
ビ
ア
人
に
関
す
る
ま
と
ま
っ
た
記
述
が
あ
る
。

　

一
九
九
一
年
か
ら
九
五
年
に
か
け
て
の
戦
争
中
の
ク
ロ
ア
チ
ア
に
お
け
る
セ

ル
ビ
ア
人
の
反
乱
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
示
さ
れ
る
。
ク
ロ
ア
チ
ア
政
府
は
ク

ロ
ア
チ
ア
に
お
け
る
セ
ル
ビ
ア
人
の
政
治
的
な
、
そ
し
て
武
力
に
よ
る
抵
抗

を
、
も
っ
ぱ
ら
セ
ル
ビ
ア
か
ら
押
し
つ
け
ら
れ
た
も
の
と
み
な
し
た
。
ス
ロ
ボ

ダ
ン
・
ミ
ロ
シ
ェ
ヴ
ィ
チ
の
政
治
体
制
は
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
人
民
軍
の
支
持

を
得
て
大
セ
ル
ビ
ア
の
創
設
を
め
ざ
す
も
の
と
さ
れ
た
。
ク
ロ
ア
チ
ア
に
お
け

る
セ
ル
ビ
ア
人
住
民
は
国
家
の
崩
壊
と
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
高
揚
と
い
う
条
件

の
下
で
、
安
全
だ
と
感
じ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
彼
ら
の
ク
ロ
ア
チ
ア
政

府
に
対
す
る
正
当
な
恐
怖
心
は
、
も
っ
ぱ
ら
セ
ル
ビ
ア
か
ら
押
し
つ
け
ら
れ
た
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緊
張
状
態
で
あ
る
と
み
な
さ
れ
た
。
そ
の
一
方
で
、
セ
ル
ビ
ア
政
府
は
ク
ロ
ア

チ
ア
に
お
け
る
セ
ル
ビ
ア
民
族
の
全
面
的
危
機
と
い
う
テ
ー
ゼ
を
唱
え
、
し
ば

し
ば
一
九
九
〇
年
の
新
た
な
ク
ロ
ア
チ
ア
憲
法
に
お
け
る
セ
ル
ビ
ア
人
に
対
す

る
差
別
的
な
関
係
を
引
き
合
い
に
出
し
、
さ
ら
に
第
二
次
世
界
大
戦
中
に
ク
ロ

ア
チ
ア
独
立
国
で
遂
行
さ
れ
た
セ
ル
ビ
ア
民
族
に
対
す
る
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
の
経

験
を
思
い
起
こ
さ
せ
た
46

。

　

一
九
九
一
年
の
国
勢
調
査
に
よ
れ
ば
、
当
時
の
ク
ロ
ア
チ
ア
社
会
主
義
共
和

国
に
は
五
八
万
人
を
超
え
る
セ
ル
ビ
ア
民
族
へ
の
帰
属
を
表
明
し
た
市
民
が
暮

ら
し
て
い
た
。
同
じ
国
勢
調
査
で
、
セ
ル
ビ
ア
人
は
ク
ロ
ア
チ
ア
の
全
住
民
の

一
二
・
二
％
を
占
め
た
。
二
〇
〇
一
年
の
国
勢
調
査
に
よ
れ
ば
、
ク
ロ
ア
チ
ア

共
和
国
に
は
約
二
〇
万
人
の
セ
ル
ビ
ア
人
が
暮
ら
し
て
い
た
。
現
在
、
セ
ル
ビ

ア
人
は
ク
ロ
ア
チ
ア
共
和
国
市
民
の
五
％
に
も
満
た
な
い
。
戦
争
中
に
ク
ロ
ア

チ
ア
領
か
ら
避
難
し
た
セ
ル
ビ
ア
人
の
大
半
は
、
セ
ル
ビ
ア
共
和
国
あ
る
い
は

ス
ル
プ
ス
カ
共
和
国
に
移
り
住
ん
だ
。
現
在
ま
で
、
ク
ロ
ア
チ
ア
に
帰
還
し
た

の
は
戦
争
前
の
住
民
の
少
数
だ
け
で
あ
る
47

。

　

一
方
、
現
在
の
ク
ロ
ア
チ
ア
の
地
理
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
は
、
ク
ロ
ア
チ
ア
在
住
の

セ
ル
ビ
ア
人
に
関
す
る
独
自
の
項
目
は
な
い
48

。そ
の
た
め
、例
え
ば
シ
ュ
コ
ル
ス
カ
・

ク
ニ
ガ
の
地
理
教
科
書
で
も
、「
あ
る
国
に
お
け
る
少
数
民
族
の
権
利
の
保
障
は
、

そ
の
国
の
自
由
、
権
利
、
民
主
主
義
の
尺
度
の
一
つ
で
あ
る
。
少
数
民
族
は
国
際
的

規
範
と
ク
ロ
ア
チ
ア
共
和
国
憲
法
に
則
り
、
そ
の
独
自
性
を
保
持
す
る
権
利
、
そ
し

て
自
ら
の
言
語
と
文
字
に
よ
る
教
育
や
行
政
機
関
へ
の
代
表
参
加
を
含
む
そ
の
他
の

権
利
を
保
障
さ
れ
て
い
る
」
こ
と
を
前
提
と
し
つ
つ
49

、「
ク
ロ
ア
チ
ア
に
お
け
る
最

大
の
少
数
民
族
は
セ
ル
ビ
ア
人
（
四
・
四
％
）
で
あ
り
、数
が
多
い
順
に
ボ
シ
ュ
ニ
ャ

ク
人
、
ア
ル
バ
ニ
ア
人
、
イ
タ
リ
ア
人
（
イ
ス
ト
リ
ア
に
も
っ
と
も
多
い
）、
ロ
マ
、

ハ
ン
ガ
リ
ー
人
（
バ
ラ
ニ
ャ
に
も
っ
と
も
多
い
）、ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
人
、チ
ェ
コ
人
（
ダ

ル
ヴ
ァ
ル
周
辺
）、
モ
ン
テ
ネ
グ
ロ
人
、
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
人
、
マ
ケ
ド
ニ
ア
人
、
そ

の
他
と
な
っ
て
い
る
」50
と
述
べ
て
い
る
こ
と
を
除
け
ば
、
セ
ル
ビ
ア
人
に
関
す
る
記

述
は
見
ら
れ
な
い
。
そ
も
そ
も
、
セ
ル
ビ
ア
は
南
東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の
一
部
と
し

て
所
々
に
登
場
す
る
だ
け
で
あ
り
51

、
他
の
国
々
と
比
べ
て
も
記
述
は
多
く
な
い
。

　

こ
れ
と
は
異
な
り
、
ク
ロ
ア
チ
ア
の
歴
史
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
は
一
九
九
〇
年
代
の

ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
紛
争
に
関
連
し
て
、
依
然
と
し
て
「
大
セ
ル
ビ
ア
的
侵
略

（V
elikosrpska agresija

）」
と
い
う
項
目
が
あ
り
52

、
と
く
に
近
現
代
史
を
取
り

扱
う
歴
史
教
科
書
で
は
セ
ル
ビ
ア
お
よ
び
ク
ロ
ア
チ
ア
在
住
の
セ
ル
ビ
ア
人
に
対
し

て
否
定
的
な
記
述
が
見
ら
れ
る
。
第
二
次
世
界
大
戦
中
の
「
ク
ロ
ア
チ
ア
独
立
国
」

に
お
け
る
セ
ル
ビ
ア
人
の
処
遇
と
あ
わ
せ
て
、
シ
ュ
コ
ル
ス
カ
・
ク
ニ
ガ
の
小
学
校

八
年
生
向
け
の
歴
史
教
科
書
の
記
述
を
引
用
す
る
。
な
お
、
ク
ロ
ア
チ
ア
が
公
式
に

「
祖
国
戦
争
」
と
呼
ぶ
ク
ロ
ア
チ
ア
紛
争
に
関
し
て
は
、
ど
の
教
科
書
に
も
非
常
に

詳
し
い
記
述
が
見
ら
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
そ
の
ご
く
一
部
の
み
を
取
り
上
げ
る
こ
と

に
す
る
。

　

ウ
ス
タ
シ
ャ
指
導
部
の
狙
い
は
、
民
族
的
に
純
粋
な
ク
ロ
ア
チ
ア
国
家
の
創

設
で
あ
っ
た
。
ウ
ス
タ
シ
ャ
の
テ
ロ
の
攻
撃
を
受
け
た
の
は
、
セ
ル
ビ
ア
人
、

ユ
ダ
ヤ
人
、
ロ
マ
で
あ
っ
た
。
セ
ル
ビ
ア
人
に
対
す
る
ウ
ス
タ
シ
ャ
の
政
策
に
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は
残
忍
な
方
法
が
用
い
ら
れ
た
。
国
外
退
去
（
強
制
移
住
）、
カ
ト
リ
ッ
ク
へ

の
改
宗
、
強
制
的
な
収
容
所
へ
の
連
れ
去
り
、
物
理
的
な
根
絶
で
あ
る
。
セ
ル

ビ
ア
人
住
民
に
対
す
る
ウ
ス
タ
シ
ャ
の
テ
ロ
は
、
か
な
り
の
数
の
セ
ル
ビ
ア
人

が
「
森
」
に
逃
れ
る
原
因
と
な
っ
た
。
彼
ら
の
一
部
は
パ
ル
チ
ザ
ン
に
、
一
部

は
チ
ェ
ト
ニ
ク
に
加
わ
っ
た
。〔
中
略
〕

　

ウ
ス
タ
シ
ャ
の
収
容
所
で
殺
さ
れ
た
人
々
の
正
確
な
数
を
特
定
す
る
の
は
非

常
に
困
難
で
あ
り
、
歴
史
家
の
間
で
も
一
致
し
て
い
な
い
。
最
大
の
ウ
ス
タ

シ
ャ
の
収
容
所
で
あ
る
ヤ
セ
ノ
ヴ
ァ
ツ
で
は
、
八
万
三
一
四
五
人
の
犠
牲
者
が

特
定
さ
れ
て
い
る
。
一
人
の
人
間
が
違
う
民
族
あ
る
い
は
宗
教
と
い
う
だ
け
の

理
由
で
殺
さ
れ
る
の
は
、
そ
れ
だ
け
で
も
恐
ろ
し
い
こ
と
だ
が
、
セ
ル
ビ
ア
の

一
部
の
歴
史
家
は
殺
さ
れ
た
人
々
の
数
を
増
や
す
こ
と
で
犯
さ
れ
た
犯
罪
が
よ

り
恐
ろ
し
い
も
の
に
見
え
る
と
考
え
た
。
彼
ら
の
中
に
は
ヤ
セ
ノ
ヴ
ァ
ツ
で

一
〇
〇
万
人
の
セ
ル
ビ
ア
人
が
殺
さ
れ
た
と
説
明
す
る
者
も
い
る
。
一
方
、
ク

ロ
ア
チ
ア
側
で
は
、
犠
牲
者
の
数
を
減
ら
し
た
り
、
収
容
所
で
は
い
か
な
る
犯

罪
も
起
こ
ら
ず
、
自
然
死
し
た
者
が
唯
一
の
犠
牲
者
で
あ
っ
た
と
断
定
す
る
者

も
い
た
の
で
あ
る
53

。

　

一
九
九
一
年
二
月
、
ク
ニ
ン
地
域
の
セ
ル
ビ
ア
人
住
民
の
大
半
が
ク
ロ
ア
チ

ア
共
和
国
か
ら
の
分
離
と
「
ク
ラ
イ
ナ
・
セ
ル
ビ
ア
人
自
治
区
」
の
創
設
を
宣

言
し
た
。
同
じ
こ
と
が
リ
カ
、
コ
ル
ド
ゥ
ン
、
ス
ラ
ヴ
ォ
ニ
ア
各
地
で
続
き
、

こ
れ
ら
の
地
域
は
ク
ロ
ア
チ
ア
政
府
の
管
理
下
か
ら
外
れ
て
し
ま
っ
た
。
重
要

な
こ
と
を
指
摘
す
る
な
ら
、
反
乱
を
起
こ
し
た
の
は
ク
ロ
ア
チ
ア
の
セ
ル
ビ
ア

人
の
一
部
だ
け
で
あ
っ
た
。
多
く
の
セ
ル
ビ
ア
人
は
受
動
的
な
傍
観
者
で
あ
っ

て
、
そ
の
多
く
が
「
自
治
区
」
以
外
の
ク
ロ
ア
チ
ア
の
他
の
地
域
に
暮
ら
し
て

い
た
。
セ
ル
ビ
ア
人
の
一
部
は
、ク
ロ
ア
チ
ア
側
に
立
っ
て
積
極
的
に
戦
っ
た
。

　

反
乱
は
い
く
つ
か
の
要
因
が
も
た
ら
し
た
結
果
で
あ
っ
た
。
当
時
、
崩
壊
し

た
国
家
に
お
け
る
権
力
の
テ
コ
で
あ
っ
た
ミ
ロ
シ
ェ
ヴ
ィ
チ
と
ユ
ー
ゴ
ス
ラ

ヴ
ィ
ア
人
民
軍
は
、
ク
ロ
ア
チ
ア
が
自
ら
の
領
土
全
域
と
と
も
に
独
立
す
る
こ

と
を
認
め
る
つ
も
り
は
な
く
、
セ
ル
ビ
ア
人
の
「
自
治
区
」
を
分
離
さ
せ
る
こ

と
を
計
画
し
た
。
セ
ル
ビ
ア
民
族
主
義
者
は
当
時
、
大
セ
ル
ビ
ア
設
立
構
想
を

唱
え
て
お
り
、
そ
の
西
端
は
ヴ
ィ
ロ
ヴ
ィ
テ
ィ
ツ
ァ
か
ら
カ
ル
ロ
ヴ
ァ
ツ
を
経

て
カ
ル
ロ
バ
グ
に
延
び
て
い
た
。（
第
二
次
世
界
大
戦
期
の
チ
ェ
ト
ニ
ク
の
イ

デ
オ
ロ
ギ
ー
を
思
い
出
そ
う
。）
そ
れ
に
よ
っ
て
す
べ
て
の
セ
ル
ビ
ア
人
を
一

つ
の
国
に
統
合
す
る
こ
と
を
望
ん
だ
の
で
あ
る
。
セ
ル
ビ
ア
の
メ
デ
ィ
ア
と
セ

ル
ビ
ア
か
ら
の
扇
動
者
た
ち
は
ク
ロ
ア
チ
ア
共
和
国
が
ウ
ス
タ
シ
ャ
の
ク
ロ
ア

チ
ア
独
立
国
と
ま
す
ま
す
似
通
っ
て
き
て
お
り
、
ク
ロ
ア
チ
ア
の
セ
ル
ビ
ア
人

を
新
た
な
迫
害
で
脅
か
し
て
い
る
と
主
張
し
た
。
こ
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
の
成
功

に
は
、
節
度
を
欠
い
た
声
明
を
通
じ
て
ク
ロ
ア
チ
ア
の
政
治
家
も
貢
献
し
、
ベ

オ
グ
ラ
ー
ド
が
望
ん
だ
よ
う
に
、
セ
ル
ビ
ア
人
住
民
が
住
む
ク
ロ
ア
チ
ア
の
諸

地
域
で
反
ク
ロ
ア
チ
ア
の
気
運
が
高
ま
っ
た
。
一
九
九
一
年
末
、
反
乱
者
た
ち

は
ク
ロ
ア
チ
ア
共
和
国
か
ら
の
分
離
を
宣
言
し
、
ク
ニ
ン
を
首
都
と
す
る
ク
ラ

イ
ナ
・
セ
ル
ビ
ア
人
共
和
国
を
設
立
し
た
54

。

　

な
お
、
こ
の
教
科
書
は
ク
ロ
ア
チ
ア
紛
争
終
結
後
に
セ
ル
ビ
ア
人
が
置
か
れ
た
状
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況
に
つ
い
て
、「『
嵐
』
作
戦
中
に
ク
ラ
イ
ナ
・
セ
ル
ビ
ア
人
共
和
国
政
府
は
組
織
的

に
セ
ル
ビ
ア
人
住
民
の
避
難
を
開
始
し
た
。
敗
戦
後
、
占
領
地
に
い
た
ほ
ぼ
す
べ
て

の
セ
ル
ビ
ア
人
住
民
が
ク
ロ
ア
チ
ア
を
去
っ
た
。『
嵐
』
作
戦
の
終
了
間
際
あ
る
い

は
終
了
後
に
、解
放
さ
れ
た
地
域
で
は
セ
ル
ビ
ア
人
一
般
市
民
の
殺
害
が
行
わ
れ
た
。

彼
ら
は
主
と
し
て
故
郷
を
離
れ
よ
う
と
し
な
か
っ
た
、
い
か
な
る
脅
威
と
も
な
ら
な

い
高
齢
者
で
あ
っ
た
。
避
難
し
た
セ
ル
ビ
ア
人
の
財
産
が
略
奪
さ
れ
破
壊
さ
れ
た
」55

と
述
べ
つ
つ
、「
セ
ル
ビ
ア
人
の
反
乱
勢
力
と
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
人
民
軍
が
行
っ

た
民
族
浄
化
政
策
に
よ
っ
て
ク
ロ
ア
チ
ア
各
地
の
民
族
構
成
は
大
き
く
変
わ
っ
た

が
、『
嵐
』
作
戦
後
は
セ
ル
ビ
ア
人
住
民
の
大
半
が
退
去
し
た
た
め
に
国
全
体
の
民

族
構
成
が
変
化
し
た
。
一
九
九
六
年
に
は
三
一
万
四
六
八
九
人
の
ク
ロ
ア
チ
ア
共
和

国
か
ら
の
セ
ル
ビ
ア
人
避
難
民
が
登
録
さ
れ
て
い
た
」56
と
説
明
し
て
い
る
。
前
述
の

セ
ル
ビ
ア
の
歴
史
教
科
書
と
は
異
な
る
視
点
で
の
記
述
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か

る
。

三
．
そ
の
他
の
「
地
域
の
セ
ル
ビ
ア
人
」（
一
）

　

続
い
て
、
ク
ロ
ア
チ
ア
以
外
の
「
地
域
の
セ
ル
ビ
ア
人
」、
す
な
わ
ち
ス
ロ
ヴ
ェ

ニ
ア
、
ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ヴ
ィ
ナ
、
モ
ン
テ
ネ
グ
ロ
、
北
マ
ケ
ド
ニ
ア
、
ル
ー

マ
ニ
ア
、
ア
ル
バ
ニ
ア
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
に
加
え
て
、
多
く
の
地
理
教
科
書
が
取
り
上

げ
て
い
る
ブ
ル
ガ
リ
ア
の
セ
ル
ビ
ア
人
に
つ
い
て
、
ク
レ
ッ
ト
の
地
理
教
科
書
の
記

述
を
中
心
に
概
観
し
て
い
く
。

（
一
）
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア

　

ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
は
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
諸
国
の
中
で
も
セ
ル
ビ
ア
と
国
境
を
接

し
て
い
な
い
唯
一
の
例
外
で
あ
る
。
一
九
九
一
年
に
ク
ロ
ア
チ
ア
と
同
時
に
独
立
宣

言
を
行
っ
た
際
、
い
ち
は
や
く
独
立
が
認
め
ら
れ
た
の
は
「
セ
ル
ビ
ア
人
問
題
」
が

な
か
っ
た
か
ら
だ
と
も
言
わ
れ
て
い
た
。
と
は
い
え
、
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
に
セ
ル
ビ
ア

人
が
居
住
し
て
い
な
い
わ
け
で
は
な
く
、
そ
れ
ど
こ
ろ
か
最
大
の
少
数
民
族
と
な
っ

て
い
る
。
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
で
民
族
を
調
査
項
目
に
含
む
国
勢
調
査
が
最
後
に
実
施
さ

れ
た
の
は
二
〇
〇
二
年
で
あ
り
、
実
情
を
反
映
し
て
い
る
か
は
判
然
と
し
な
い
が
、

そ
れ
に
よ
れ
ば
総
人
口
の
一
・
九
八
％
、
三
万
八
九
六
四
人
の
セ
ル
ビ
ア
人
が
居
住

し
て
い
た
の
で
あ
る
57

。
し
か
も
、
彼
ら
は
土
着
の
少
数
民
族
と
み
な
さ
れ
た
イ
タ

リ
ア
人
や
ハ
ン
ガ
リ
ー
と
同
じ
よ
う
な
権
利
が
与
え
ら
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
こ
の

こ
と
は
大
き
な
問
題
と
し
て
指
摘
さ
れ
て
き
た
。

　

ク
レ
ッ
ト
の
地
理
教
科
書
で
は
、
次
の
よ
う
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。「
ス
ロ
ヴ
ェ

ニ
ア
に
は
、
こ
の
国
の
総
人
口
の
約
二
％
に
あ
た
る
約
四
万
人
の
セ
ル
ビ
ア
人
が
暮

ら
し
て
い
る
。
ク
ロ
ア
チ
ア
と
同
じ
く
、
こ
の
国
で
も
セ
ル
ビ
ア
人
は
主
要
構
成
民

族
と
し
て
の
地
位
を
奪
わ
れ
、
し
か
も
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
で
は
セ
ル
ビ
ア
人
は
少
数
民

族
と
し
て
の
権
利
さ
え
持
た
な
い
。
こ
の
地
域
に
、
彼
ら
は
主
と
し
て
ユ
ー
ゴ
ス
ラ

ヴ
ィ
ア
社
会
主
義
連
邦
共
和
国
時
代
に
経
済
的
理
由
で
移
り
住
ん
だ
」58
。
ま
た
、
補

足
的
に
「
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
南
東
部
の
ベ
ラ
・
ク
ラ
イ
ナ
地
方
に
は
一
六
世
紀
か
ら
オ

ス
マ
ン
帝
国
を
逃
れ
て
き
た
ウ
ス
コ
ク
と
呼
ば
れ
る
セ
ル
ビ
ア
人
住
民
が
住
ん
で
い

た
。
現
在
で
は
こ
の
地
方
の
い
く
つ
か
の
村
（
マ
リ
ン
ド
ル
、
ボ
ヤ
ン
ツ
ィ
、
パ
ウ

ノ
ヴ
ィ
チ
ほ
か
）に
ウ
ス
コ
ク
の
末
裔
で
あ
る
セ
ル
ビ
ア
人
住
民
が
暮
ら
し
て
い
る
」



セルビアと近隣諸国の地理・歴史教科書におけるセルビア人

13

59

と
い
う
説
明
も
加
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
の
地
理
教
科
書
で
も
、
ベ
ラ
・
ク

ラ
イ
ナ
に
お
け
る
伝
統
的
な
セ
ル
ビ
ア
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
存
在
と
ユ
ー
ゴ
ス
ラ

ヴ
ィ
ア
連
邦
時
代
の
経
済
的
理
由
に
よ
る
移
住
に
加
え
て
、
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
の
セ
ル

ビ
ア
人
に
少
数
民
族
と
し
て
の
地
位
さ
え
与
え
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
に
対
す
る
批
判

的
な
記
述
が
目
に
つ
く
。

　

な
お
、
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
の
小
学
校
向
け
の
地
理
教
科
書
で
も
歴
史
教
科
書
で
も
ス

ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
の
セ
ル
ビ
ア
人
が
登
場
す
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い（
イ
タ
リ
ア
、オ
ー

ス
ト
リ
ア
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
に
住
む
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
人
に
関
す
る
記
述
は
あ
る
）。

（
二
）
ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ヴ
ィ
ナ

　

ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ヴ
ィ
ナ
で
は
、
一
九
九
五
年
の
デ
イ
ト
ン
合
意
に
基
づ

き
、
セ
ル
ビ
ア
人
は
ボ
シ
ュ
ニ
ャ
ク
人
、
ク
ロ
ア
チ
ア
人
と
並
ぶ
主
要
構
成
民
族

（constituent peoples

）
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
60

。
二
〇
一
三
年
の
国
勢

調
査
結
果
に
よ
れ
ば
61

、
ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ヴ
ィ
ナ
に
は
総
人
口
の

三
〇
・
七
八
％
、
一
〇
八
万
六
七
三
三
人
の
セ
ル
ビ
ア
人
が
居
住
し
て
い
る
。

　

ク
レ
ッ
ト
の
地
理
教
科
書
で
は
、
次
の
よ
う
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。「
地
域
の
す

べ
て
の
国
の
中
で
も
っ
と
も
数
多
く
の
、
約
一
一
〇
万
人
の
セ
ル
ビ
ア
人
住
民
が
、

ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ヴ
ィ
ナ
の
領
土
に
住
ん
で
い
る
。
こ
の
国
で
は
、
セ
ル
ビ

ア
人
は
各
エ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
均
等
に
分
布
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
ス
ル
プ
ス
カ

共
和
国
の
領
土
に
は
る
か
に
多
く
、
そ
の
多
数
派
、
約
八
五
％
を
住
め
て
い
る
。
数

多
く
の
セ
ル
ビ
ア
人
が
ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ヴ
ィ
ナ
連
邦
と
ク
ロ
ア
チ
ア
で
迫

害
を
う
け
て
ス
ル
プ
ス
カ
共
和
国
の
領
土
に
移
住
し
て
き
た
。
セ
ル
ビ
ア
人
が
住
民

の
多
数
派
を
占
め
る
都
市
と
し
て
、
バ
ニ
ャ
・
ル
カ
、
ム
ル
コ
ニ
チ
・
グ
ラ
ー
ド
、

ビ
イ
ェ
リ
ナ
、
プ
リ
イ
ェ
ド
ル
、
フ
ォ
チ
ャ
、
ビ
レ
チ
ャ
、
ト
レ
ビ
ニ
ェ
が
あ
る
。

ボ
シ
ュ
ニ
ャ
ク
人
と
ク
ロ
ア
チ
ア
人
と
並
ん
で
、
ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ヴ
ィ
ナ

に
お
い
て
セ
ル
ビ
ア
人
は
主
要
構
成
民
族
と
さ
れ
て
お
り
、
一
つ
の
国
家
の
領
土
全

体
を
分
け
合
っ
て
い
る
」62
。
こ
の
ほ
か
、
多
く
の
地
理
教
科
書
が
「
地
域
の
セ
ル
ビ

ア
人
」
の
う
ち
ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ヴ
ィ
ナ
の
セ
ル
ビ
ア
人
（
お
よ
び
ス
ル
プ

ス
カ
共
和
国
の
紹
介
）
に
も
っ
と
も
多
く
の
分
量
を
割
い
て
い
る
。
歴
史
教
科
書
の

場
合
、
一
九
九
二
年
か
ら
九
五
年
ま
で
の
ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ヴ
ィ
ナ
に
お
け

る
戦
争
に
関
し
て
詳
し
い
記
述
が
あ
り
、
一
九
九
五
年
に
ス
レ
ブ
レ
ニ
ツ
ァ
で
起

こ
っ
た
セ
ル
ビ
ア
人
勢
力
に
よ
る
ボ
シ
ュ
ニ
ャ
ク
人
に
対
す
る
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
に
つ

い
て
も
触
れ
ら
れ
て
い
る
。

　

一
方
、
セ
ル
ビ
ア
人
が
主
要
構
成
民
族
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ
ル

ツ
ェ
ゴ
ヴ
ィ
ナ
で
は
、
と
く
に
歴
史
教
科
書
で
は
必
然
的
に
ボ
ス
ニ
ア
在
住
セ
ル
ビ

ア
人
が
登
場
す
る
頻
度
は
高
い
。
一
方
、
地
理
教
科
書
の
場
合
、
ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ
ル

ツ
ェ
ゴ
ヴ
ィ
ナ
連
邦
で
認
可
さ
れ
て
い
る
も
の
で
は
、
セ
ル
ビ
ア
人
に
つ
い
て
は
ほ

と
ん
ど
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
ス
ル
プ
ス
カ
共
和
国
の
教
科
書
（
教
科
書
・

教
材
局
に
よ
る
国
定
教
科
書
）
に
は
、
ス
ル
プ
ス
カ
共
和
国
の
成
り
立
ち
に
関
す
る

詳
し
い
説
明
に
加
え
て
、「
先
頃
の
戦
争
（
一
九
九
二
年
〜
九
五
年
）
と
そ
の
結
果

が
ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ヴ
ィ
ナ
の
住
民
全
体
を
劣
化
さ
せ
、
迅
速
な
移
民
プ
ロ

セ
ス
を
条
件
づ
け
、
民
族
構
成
を
混
乱
さ
せ
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
民
族
か
ら
な
る
戦
前

の
住
民
の
多
く
が
、
た
え
ず
そ
の
地
域
を
離
れ
て
国
外
に
去
っ
て
い
っ
た
。
大
規
模

な
国
内
の
移
動
が
民
族
的
に
均
質
な
（
単
一
民
族
、
単
一
宗
教
の
）
領
土
を
作
り
上
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げ
た
。
ス
ル
プ
ス
カ
共
和
国
か
ら
避
難
ま
た
は
移
住
し
て
い
っ
た
住
民
の
約
八
〇
％

が
ボ
シ
ュ
ニ
ャ
ク
民
族
あ
る
い
は
ク
ロ
ア
チ
ア
民
族
で
あ
っ
た
。
同
時
に
、
ス
ル
プ

ス
カ
共
和
国
に
移
住
し
て
き
た
住
民
の
九
〇
％
以
上
が
ク
ロ
ア
チ
ア
共
和
国
と
ボ
ス

ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ヴ
ィ
ナ
連
邦
か
ら
逃
れ
、
移
住
し
て
き
た
セ
ル
ビ
ア
人
で
あ
っ

た
」63
と
い
っ
た
記
述
が
あ
る
。

　

な
お
、
現
在
の
ク
ロ
ア
チ
ア
の
地
理
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
は
、
ク
ロ
ア
チ
ア
在
住
の

セ
ル
ビ
ア
人
に
関
す
る
独
自
の
項
目
が
設
け
ら
れ
て
い
な
い
反
面
、
ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ

ル
ツ
ェ
ゴ
ヴ
ィ
ナ
の
独
自
性
に
関
す
る
項
目
が
あ
り
、
そ
こ
で
ボ
ス
ニ
ア
在
住
の
セ

ル
ビ
ア
人
に
つ
い
て
触
れ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
64

。
例
え
ば
、
シ
ュ
コ
ル
ス
カ
・
ク

ニ
ガ
の
地
理
教
科
書
で
は
、「
ボ
ス
ニ
ア
在
住
の
セ
ル
ビ
ア
人
は
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ

ア
人
民
軍
と
セ
ル
ビ
ア
の
支
援
を
得
て
、
ボ
ス
ニ
ア
の
独
立
宣
言
を
受
け
入
れ
ず
、

大
セ
ル
ビ
ア
的
侵
略
が
始
ま
っ
た
。
…
自
称
ス
ル
プ
ス
カ
共
和
国
の
領
土
で
は
ボ

シ
ュ
ニ
ャ
ク
人
と
ク
ロ
ア
チ
ア
人
に
対
す
る
民
族
浄
化
が
遂
行
さ
れ
た
」65
と
い
っ
た

セ
ル
ビ
ア
お
よ
び
セ
ル
ビ
ア
人
に
否
定
的
な
記
述
も
見
ら
れ
る
。
同
じ
シ
ュ
コ
ル
ス

カ
・
ク
ニ
ガ
の
歴
史
教
科
書
で
も
、「
一
九
九
二
年
四
月
、
セ
ル
ビ
ア
人
勢
力
が
ボ

ス
ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ヴ
ィ
ナ
へ
の
侵
略
を
開
始
し
た
。
ク
ロ
ア
チ
ア
と
同
じ
く
、

セ
ル
ビ
ア
人
の
反
乱
者
を
J
N
A
と
セ
ル
ビ
ア
か
ら
の
準
軍
事
組
織
が
支
援
し
た
。

…
ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ヴ
ィ
ナ
に
お
け
る
一
九
九
二
年
か
ら
九
五
年
ま
で
の
戦

争
で
一
五
万
人
以
上
の
人
々
が
亡
く
な
っ
た
。
セ
ル
ビ
ア
人
勢
力
は
占
領
地
で
ク
ロ

ア
チ
ア
人
と
ボ
シ
ュ
ニ
ャ
ク
人
住
民
の
政
治
的
迫
害
を
行
っ
た
」66
と
い
っ
た
記
述
が

見
ら
れ
、
基
本
的
な
立
場
は
変
わ
ら
な
い
。

（
三
）
モ
ン
テ
ネ
グ
ロ

　

モ
ン
テ
ネ
グ
ロ
は
セ
ル
ビ
ア
を
ア
ド
リ
ア
海
へ
と
結
ぶ
重
要
な
隣
国
で
あ
り
、

一
九
九
一
年
に
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
紛
争
が
勃
発
し
た
際
に
は
セ
ル
ビ
ア
と
行
動
を

と
も
に
し
、
一
九
九
二
年
に
は
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
連
邦
共
和
国
（
新
ユ
ー
ゴ
ス
ラ

ヴ
ィ
ア
）
を
結
成
し
た
が
、
二
〇
〇
三
年
に
は
連
合
国
家
セ
ル
ビ
ア
・
モ
ン
テ
ネ
グ

ロ
に
再
編
し
、
二
〇
〇
六
年
に
そ
の
解
消
に
よ
っ
て
独
立
を
達
成
し
た
。
二
〇
一
一

年
の
国
勢
調
査
結
果
に
よ
れ
ば
67

、
モ
ン
テ
ネ
グ
ロ
に
は
総
人
口
の
二
八
・

七
三
％
、
一
七
万
八
一
一
〇
人
の
セ
ル
ビ
ア
人
が
居
住
し
て
い
る
。
ク
レ
ッ
ト
の
地

理
教
科
書
で
は
、
次
の
よ
う
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。「
モ
ン
テ
ネ
グ
ロ
の
領
土
に
は
、

数
多
く
の
セ
ル
ビ
ア
人
が
暮
ら
し
て
い
る
。
そ
の
理
由
は
、
こ
の
二
つ
の
国
が

二
〇
〇
六
年
ま
で
連
合
を
形
成
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
国
に
は
総
人
口
の
約

三
〇
％
に
あ
た
る
約
一
七
万
八
〇
〇
〇
人
の
セ
ル
ビ
ア
人
が
住
ん
で
い
る
と
推
計
さ

れ
る
。
セ
ル
ビ
ア
人
は
主
と
し
て
北
部
の
山
岳
地
帯
に
住
ん
で
い
る
。
彼
ら
が
も
っ

と
も
多
い
自
治
体
は
ア
ン
ド
リ
イ
ェ
ヴ
ィ
ツ
ァ
、
プ
リ
ェ
ヴ
リ
ャ
、
ジ
ャ
ブ
リ
ャ
ク
、

コ
ラ
シ
ン
、
ベ
ラ
ネ
、
ビ
イ
ェ
ロ
・
ポ
ー
リ
ェ
で
あ
る
が
、
セ
ル
ビ
ア
人
住
民
が
相

当
の
比
率
を
占
め
る
沿
海
地
方
の
都
市
と
し
て
テ
ィ
ヴ
ァ
ト
と
ヘ
ル
ツ
ェ
グ
・
ノ

ヴ
ィ
が
あ
る
」68
。
ど
の
地
理
教
科
書
で
も
モ
ン
テ
ネ
グ
ロ
の
セ
ル
ビ
ア
人
に
関
す
る

記
述
が
あ
る
一
方
、
歴
史
教
科
書
で
は
モ
ン
テ
ネ
グ
ロ
の
セ
ル
ビ
ア
人
に
関
す
る
記

述
は
見
ら
れ
な
い
。

　

ま
た
、
モ
ン
テ
ネ
グ
ロ
の
小
学
校
向
け
の
地
理
教
科
書
で
も
歴
史
教
科
書
で
も
、

モ
ン
テ
ネ
グ
ロ
の
セ
ル
ビ
ア
人
が
登
場
す
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
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（
四
）
北
マ
ケ
ド
ニ
ア

　

北
マ
ケ
ド
ニ
ア
は
一
九
九
一
年
に
マ
ケ
ド
ニ
ア
共
和
国
と
し
て
独
立
し
、
ギ
リ
シ

ア
と
の
国
名
論
争
に
よ
り
国
際
的
に
は
マ
ケ
ド
ニ
ア
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
共
和
国

を
名
乗
り
つ
つ
、
二
〇
一
九
年
に
ギ
リ
シ
ア
と
の
合
意
で
北
マ
ケ
ド
ニ
ア
共
和
国
に

改
称
し
た
国
で
あ
る
。
北
マ
ケ
ド
ニ
ア
で
民
族
を
調
査
項
目
に
含
む
国
勢
調
査
が
最

後
に
実
施
さ
れ
た
の
は
二
〇
〇
二
年
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
総
人
口
の
一
・

七
八
％
、
三
万
五
九
三
九
人
の
セ
ル
ビ
ア
人
が
居
住
し
て
い
た
69

。

　

ク
レ
ッ
ト
の
地
理
教
科
書
で
は
、
次
の
よ
う
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。「
北
マ
ケ
ド

ニ
ア
に
は
約
三
万
六
〇
〇
〇
人
の
セ
ル
ビ
ア
人
が
住
ん
で
い
る
。
こ
の
国
で
は
セ
ル

ビ
ア
人
は
少
数
民
族
で
あ
る
と
宣
言
さ
れ
て
い
る
が
、
セ
ル
ビ
ア
語
を
公
用
語
と
す

る
権
利
を
得
て
い
る
の
は
、
こ
の
国
の
北
部
の
三
つ
の
自
治
体
（
ス
タ
ロ
・
ナ
ゴ
リ

チ
ャ
ネ
、
タ
バ
ノ
フ
ツ
ェ
、
ク
チ
ェ
ヴ
ィ
シ
ュ
テ
）
だ
け
で
あ
る
。
同
じ
よ
う
に
、

教
会
の
分
裂
（
マ
ケ
ド
ニ
ア
正
教
会
の
セ
ル
ビ
ア
正
教
会
か
ら
の
分
離
）
の
結
果
、

セ
ル
ビ
ア
正
教
会
の
信
徒
は
信
教
の
自
由
と
セ
ル
ビ
ア
人
の
教
会
に
対
す
る
財
産
権

を
失
っ
て
い
る
」70
。「
ミ
ル
テ
ィ
ン
王
、
ス
テ
フ
ァ
ン
・
デ
チ
ャ
ン
ス
キ
王
、
も
し

く
は
ド
ゥ
シ
ャ
ン
帝
、
ウ
ロ
シ
ュ
帝
の
治
世
に
は
、
ス
コ
ピ
エ
は
中
世
セ
ル
ビ
ア
国

家
の
首
都
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
中
世
を
通
じ
て
現
在
の
北
マ
ケ
ド
ニ
ア
の
領
土
に
土

着
の
民
族
と
し
て
セ
ル
ビ
ア
人
が
住
ん
で
い
た
こ
と
を
意
味
す
る
」71
。
ダ
ー
タ
・
ス

タ
ト
ゥ
ス
の
地
理
教
科
書
に
は
、
北
マ
ケ
ド
ニ
ア
在
住
セ
ル
ビ
ア
人
に
関
す
る
、
よ

り
詳
し
い
記
述
が
あ
る
が
、こ
こ
で
は
省
略
す
る
。
セ
ル
ビ
ア
の
歴
史
教
科
書
に
は
、

北
マ
ケ
ド
ニ
ア
の
セ
ル
ビ
ア
人
に
関
す
る
記
述
は
ま
っ
た
く
見
ら
れ
な
い
。
一
方
、

北
マ
ケ
ド
ニ
ア
の
最
新
の
小
学
校
向
け
の
地
理
教
科
書
に
お
け
る
北
マ
ケ
ド
ニ
ア
の

セ
ル
ビ
ア
人
に
関
す
る
記
述
に
つ
い
て
は
、
現
時
点
で
は
確
認
で
き
て
い
な
い
（
中

学
校
向
け
の
地
理
教
科
書
に
は
、
彼
ら
の
人
口
と
居
住
地
域
に
関
す
る
記
述
が
あ

る
）72
。

四
．
そ
の
他
の
「
地
域
の
セ
ル
ビ
ア
人
」（
二
）

　

こ
れ
ま
で
に
取
り
上
げ
た
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
の
国
々
に
加
え
て
、
ア
ル
バ
ニ

ア
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
、
ル
ー
マ
ニ
ア
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
も
、
セ
ル
ビ
ア
の
地
理
教
科
書
で

は
「
地
域
の
セ
ル
ビ
ア
人
」
の
対
象
と
な
る
国
々
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
国
々
で
の
扱

い
は
現
時
点
で
は
確
認
が
困
難
で
あ
り
、
別
稿
に
譲
る
こ
と
と
し
、
セ
ル
ビ
ア
の
地

理
教
科
書
で
の
記
述
を
紹
介
す
る
に
と
ど
め
る
。

（
一
）
ア
ル
バ
ニ
ア

　

ア
ル
バ
ニ
ア
に
お
け
る
セ
ル
ビ
ア
人
の
実
態
に
つ
い
て
は
不
明
な
部
分
が
多
い
。

二
〇
一
一
年
の
国
勢
調
査
に
お
い
て
、
セ
ル
ビ
ア
人
に
は
自
ら
の
民
族
的
帰
属
を
回

答
す
る
選
択
肢
が
な
く
（「
モ
ン
テ
ネ
グ
ロ
人
」
と
い
う
選
択
肢
は
あ
る
）、
統
計
上

は
確
認
が
で
き
な
い
73

。

　

ク
レ
ッ
ト
の
地
理
教
科
書
で
は
、
次
の
よ
う
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。「
ア
ル
バ
ニ

ア
に
は
約
三
万
人
の
セ
ル
ビ
ア
人
が
暮
ら
し
て
い
る
と
推
計
さ
れ
る
。
そ
の
多
く
が

ス
カ
ダ
ル
湖
周
辺
に
住
ん
で
い
る
。
も
っ
と
も
、
多
く
の
セ
ル
ビ
ア
人
は
自
ら
の
姓

名
を
変
え
る
こ
と
を
強
い
ら
れ
た
。
現
在
、
一
定
の
補
償
金
を
支
払
え
ば
ア
ル
バ
ニ

ア
化
さ
れ
た
苗
字
か
名
前
を
変
え
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
姓
名
の
両
方
は
不
可
能
と
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な
っ
て
い
る
」74
。「
ア
ル
バ
ニ
ア
の
領
土
に
少
数
民
族
が
存
在
す
る
こ
と
を
防
ぐ
た

め
、
国
王
ゾ
グ
は
一
九
三
〇
年
代
に
ア
ル
バ
ニ
ア
的
で
な
い
す
べ
て
の
姓
名
の
使
用

を
禁
止
し
た
。
こ
の
法
令
に
違
反
し
た
者
は
禁
固
刑
に
処
せ
ら
れ
た
。
一
九
六
〇
年

代
か
ら
ア
ル
バ
ニ
ア
人
で
は
な
い
住
民
は
テ
レ
ビ
局
や
ラ
ジ
オ
局
を
通
じ
た
母
国
と

の
コ
ン
タ
ク
ト
を
禁
止
さ
れ
た
」75
。
他
の
教
科
書
を
含
め
て
、
ア
ル
バ
ニ
ア
在
住
セ

ル
ビ
ア
人
の
推
計
値
と
居
住
地
の
紹
介
と
あ
わ
せ
て
、
彼
ら
が
少
数
民
族
と
し
て
の

権
利
を
認
め
ら
れ
て
い
な
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
る
76

。

（
二
）
ハ
ン
ガ
リ
ー

　

ハ
ン
ガ
リ
ー
の
セ
ル
ビ
ア
人
は
少
数
民
族
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
セ
ル
ビ
ア
語

の
学
校
や
教
科
書
も
存
在
す
る
。
二
〇
一
一
年
の
国
勢
調
査
結
果
に
よ
れ
ば
77

、
ハ

ン
ガ
リ
ー
に
は
一
万
〇
〇
三
八
人
の
セ
ル
ビ
ア
人
が
居
住
し
て
い
る
。

 

ク
レ
ッ
ト
の
地
理
教
科
書
で
は
、
次
の
よ
う
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。「
セ
ル
ビ
ア
人

の
大
移
住
後
、現
在
の
ハ
ン
ガ
リ
ー
地
域
に
セ
ル
ビ
ア
民
族
が
移
り
住
ん
だ
。
現
在
、

こ
の
国
に
は
約
四
〇
〇
〇
人
の
セ
ル
ビ
ア
人
が
、
主
と
し
て
セ
ゲ
ド
と
ブ
ダ
ペ
シ
ュ

ト
に
暮
ら
し
て
い
る
」78
。
ま
た
、
移
民
問
題
と
関
連
づ
け
て
セ
ン
テ
ン
ド
レ
の
紹
介

が
あ
り
、「
ブ
ダ
ペ
シ
ュ
ト
の
北
西
二
〇
キ
ロ
ほ
ど
の
と
こ
ろ
に
セ
ン
テ
ン
ド
レ
市

が
あ
る
。
こ
の
地
域
に
一
七
世
紀
か
ら
一
八
世
紀
に
か
け
て
約
八
〇
〇
〇
も
の
セ
ル

ビ
ア
人
の
家
族
が
移
り
住
ん
だ
。
一
七
二
〇
年
の
記
録
で
は
セ
ン
テ
ン
ド
レ
住
民
の

多
数
派
は
セ
ル
ビ
ア
人
で
あ
り
、
そ
の
比
率
は
八
八
％
に
達
し
て
い
た
。
現
在
、
セ

ル
ビ
ア
人
は
一
％
に
も
満
た
な
い
住
民
の
少
数
派
と
な
っ
て
い
る
。
セ
ン
テ
ン
ド
レ

は
歴
史
上
の
移
民
の
過
程
で
セ
ル
ビ
ア
人
が
大
量
に
移
り
住
ん
だ
も
っ
と
も
北
に
位

置
す
る
都
市
で
あ
る
」79
と
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
ダ
ー
タ
・
ス
タ
ト
ゥ
ス
の
地
理
教

科
書
で
は
「
現
在
、
彼
ら
〔
セ
ル
ビ
ア
人
〕
は
主
と
し
て
セ
ル
ビ
ア
と
ハ
ン
ガ
リ
ー

の
国
境
沿
い
の
地
域
と
ブ
ダ
ペ
シ
ュ
ト
近
郊
に
住
ん
で
い
る
。
セ
ゲ
ド
と
そ
の
近
郊

に
は
、
二
〇
〇
〇
人
を
超
え
る
セ
ル
ビ
ア
人
が
い
る
。
二
〇
一
一
年
の
国
勢
調
査
に

よ
れ
ば
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
に
は
約
一
万
人
の
セ
ル
ビ
ア
人
が
暮
ら
し
て
い
る
。
彼
ら
は

少
数
民
族
と
し
て
認
め
ら
れ
、
い
く
つ
か
の
学
校
で
セ
ル
ビ
ア
語
に
よ
る
教
育
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
伝
統
は
非
常
に
活
発
な
数
多
く
の
文
化
・
芸
術
団
体
の

活
動
に
よ
っ
て
維
持
さ
れ
て
い
る
。
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
セ
ル
ビ
ア
人
は
自
ら
の
週
刊
紙

そ
の
他
の
定
期
刊
行
物
を
発
行
し
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
国
営
テ
レ
ビ
で
の
放
送
や
セ
ル
ビ

ア
語
の
ラ
ジ
オ
番
組
を
持
っ
て
い
る
。
ブ
ダ
主
教
区
は
ハ
ン
ガ
リ
ー
に
お
け
る
セ
ル

ビ
ア
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
保
持
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
」80

と
、
か
な
り
詳
し
く
説
明
さ
れ
て
い
る
。

（
三
）
ル
ー
マ
ニ
ア

　

ル
ー
マ
ニ
ア
の
セ
ル
ビ
ア
人
も
少
数
民
族
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
セ
ル
ビ
ア
語

の
学
校
や
教
科
書
も
存
在
す
る
。
二
〇
一
一
年
の
国
勢
調
査
結
果
に
よ
れ
ば
81

、ル
ー

マ
ニ
ア
に
は
総
人
口
の
〇
・
〇
九
％
、
一
万
八
〇
七
六
人
の
セ
ル
ビ
ア
人
が
居
住
し

て
い
る
。
二
〇
〇
二
年
の
国
勢
調
査
で
は
二
万
二
五
六
一
人
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
82

、

大
き
く
減
少
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

ク
レ
ッ
ト
の
地
理
教
科
書
で
は
、
次
の
よ
う
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。「
ル
ー
マ
ニ

ア
に
は
他
の
少
数
民
族
と
同
じ
す
べ
て
の
権
利
を
持
つ
約
二
万
二
〇
〇
〇
人
の
セ
ル

ビ
ア
人
が
暮
ら
し
て
お
り
、
も
っ
と
も
数
が
多
い
の
は
テ
ィ
ミ
シ
ョ
ア
ラ
と
そ
の
近
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郊
で
あ
る
」83
。
一
方
、
ダ
ー
タ
・
ス
タ
ト
ゥ
ス
の
地
理
教
科
書
で
は
「
ル
ー
マ
ニ
ア

に
は
約
一
万
八
〇
〇
〇
人
の
セ
ル
ビ
ア
人
が
暮
ら
し
て
い
る
が
、
こ
の
数
値
は
ル
ー

マ
ニ
ア
人
と
の
同
化
に
よ
っ
て
恒
常
的
に
減
少
し
て
い
る
。
彼
ら
の
多
く
が
農
村
部

に
暮
ら
し
て
お
り
、
住
民
は
伝
統
的
に
農
業
に
従
事
し
て
き
た
。
彼
ら
は
少
数
民
族

と
し
て
認
め
ら
れ
、
ル
ー
マ
ニ
ア
に
お
け
る
セ
ル
ビ
ア
人
の
学
校
教
育
の
長
い
伝
統

の
お
か
げ
で
、
そ
の
多
く
が
セ
ル
ビ
ア
語
を
話
す
。
ル
ー
マ
ニ
ア
に
お
け
る
セ
ル
ビ

ア
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
非
常
に
活
発
で
あ
る
。
セ
ル
ビ
ア
人
の
文
化
と
習
慣
は
数
多

く
の
文
化
・
芸
術
団
体
や
図
書
館
、
セ
ル
ビ
ア
語
の
劇
場
の
活
動
に
よ
っ
て
保
持
さ

れ
て
い
る
」84
と
、
か
な
り
詳
し
く
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

（
四
）
ブ
ル
ガ
リ
ア

　

セ
ル
ビ
ア
に
隣
接
す
る
国
々
の
中
で
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
は
唯
一
「
地
域
の
セ
ル
ビ
ア

人
」
の
対
象
と
な
っ
て
い
な
い
国
で
あ
る
。
二
〇
一
〇
年
に
は
ブ
ル
ガ
リ
ア
で
初
め

て
「
セ
ル
ビ
ア
人
協
会
」
が
結
成
さ
れ
、「
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
省
の
支
援
を
受
け
て
、

セ
ル
ビ
ア
人
を
結
集
さ
せ
、
こ
の
隣
国
の
セ
ル
ビ
ア
人
の
民
族
的
、
言
語
的
、
宗
教

的
、
文
化
的
、
精
神
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
維
持
、
強
化
、
発
展
さ
せ
る
こ
と
に

取
り
組
ん
で
い
る
」
こ
と
が
伝
え
ら
れ
た
が
85

、
法
律
上
の
位
置
づ
け
は
変
わ
っ
て

い
な
い
と
思
わ
れ
る
。

　

ク
レ
ッ
ト
の
地
理
教
科
書
で
は
、
次
の
よ
う
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。「
ブ
ル
ガ
リ

ア
は
少
数
民
族
の
存
在
を
認
め
て
お
ら
ず
、
そ
の
領
土
に
ど
の
く
ら
い
の
数
の
セ
ル

ビ
ア
人
が
暮
ら
し
て
い
る
の
か
を
確
定
す
る
の
は
難
し
い
。
こ
の
国
で
は
、
彼
ら
は

主
と
し
て
国
境
近
く
の
地
域
に
お
り
、
約
二
万
人
に
達
す
る
と
推
定
さ
れ
て
い

る
」86
。
一
方
、
ダ
ー
タ
・
ス
タ
ト
ゥ
ス
の
地
理
教
科
書
で
は
「
推
計
で
は
、
ブ
ル
ガ

リ
ア
に
は
約
一
〇
〇
〇
人
の
セ
ル
ビ
ア
人
が
、
主
と
し
て
セ
ル
ビ
ア
と
ブ
ル
ガ
リ
ア

の
国
境
沿
い
の
地
域
と
ソ
フ
ィ
ア
に
暮
ら
し
て
い
る
」87
と
さ
れ
て
お
り
、
推
計
値
に

は
相
当
の
開
き
が
あ
る
。

む
す
び
に
か
え
て

　

本
稿
を
通
じ
て
、
セ
ル
ビ
ア
の
地
理
教
科
書
に
は
「
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
と
地
域
の
セ

ル
ビ
ア
人
」、
す
な
わ
ち
セ
ル
ビ
ア
国
外
の
セ
ル
ビ
ア
人
に
関
す
る
詳
し
い
記
述
が

あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
も
と
よ
り
、
歴
史
教
科
書
に
お
い
て
は
現
在
の
セ
ル
ビ

ア
に
限
ら
ず
、
広
く
セ
ル
ビ
ア
人
の
歴
史
が
描
か
れ
て
い
る
が
、「
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ

と
地
域
の
セ
ル
ビ
ア
人
」
に
つ
い
て
ま
と
め
て
記
述
す
る
も
の
も
あ
る
。
む
ろ
ん
、

そ
れ
は
セ
ル
ビ
ア
国
外
の
セ
ル
ビ
ア
人
と
の
結
び
つ
き
を
重
視
す
る
セ
ル
ビ
ア
政
府

の
方
針
を
反
映
し
て
お
り
、
児
童
生
徒
へ
の
意
識
づ
け
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ

る
が
、
実
際
の
教
育
現
場
で
ど
の
程
度
の
効
果
が
あ
る
の
か
は
、
判
断
が
難
し
い
。

ま
た
、
ク
ロ
ア
チ
ア
の
教
科
書
に
お
け
る
セ
ル
ビ
ア
人
に
関
す
る
記
述
と
比
較
す
る

と
、
地
理
教
科
書
に
は
セ
ル
ビ
ア
人
が
ほ
と
ん
ど
描
か
れ
て
お
ら
ず
、
ま
た
歴
史
教

科
書
で
は
一
九
九
〇
年
代
の
紛
争
に
お
け
る
「
反
乱
」
の
担
い
手
と
し
て
否
定
的
に

描
か
れ
る
面
が
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
セ
ル
ビ
ア
の
地
理
教
科
書
も
歴
史
教
科
書

も
ク
ロ
ア
チ
ア
人
の
セ
ル
ビ
ア
人
を
被
害
者
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
の
と
は
対
象

的
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
ク
ロ
ア
チ
ア
以
外
の
近
隣
諸
国
に
お
い
て
も
、
法
的
地
位
は

と
も
か
く
、
セ
ル
ビ
ア
人
は
各
国
で
少
数
民
族
と
し
て
存
在
す
る
が
、
地
理
教
科
書
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に
は
人
口
デ
ー
タ
程
度
し
か
記
載
さ
れ
な
い
こ
と
が
多
く
、
敵
対
的
で
は
な
い
ま
で

も
無
関
心
で
あ
る
よ
う
に
見
え
る
。

　

一
九
九
〇
年
代
か
ら
二
〇
〇
〇
年
代
に
か
け
て
た
び
た
び
指
摘
さ
れ
て
き
た
セ
ル

ビ
ア
と
ク
ロ
ア
チ
ア
の
歴
史
教
科
書
に
お
け
る
自
民
族
中
心
的
な
立
場
か
ら
の
認
識

の
違
い
は
、「
歴
史
家
対
話
」
等
の
試
み
を
通
じ
て
、
ま
た
各
国
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

改
訂
に
よ
っ
て
、
あ
る
程
度
ま
で
改
善
さ
れ
た
と
は
い
え
、
な
お
隔
た
り
の
あ
る
部

分
も
少
な
く
な
い
。
本
稿
で
も
、
な
お
埋
め
が
た
い
認
識
の
違
い
が
確
認
さ
れ
た
。

両
国
の
政
治
的
和
解
の
プ
ロ
セ
ス
が
十
分
に
進
ま
な
い
中
で
、
地
理
教
科
書
に
せ
よ

歴
史
教
科
書
に
せ
よ
、
学
校
教
育
の
場
に
お
い
て
紛
争
を
通
じ
て
悪
化
し
た
国
民
感

情
の
克
服
に
貢
献
で
き
る
よ
う
な
、
い
っ
そ
う
の
教
科
書
改
善
の
努
力
が
必
要
で
あ

ろ
う
。

注１　

バ
ル
カ
ン
諸
国
に
お
け
る
歴
史
教
科
書
を
め
ぐ
る
問
題
に
つ
い
て
は
、
日
本
で
も
柴
宜
弘

編
『
バ
ル
カ
ン
史
と
歴
史
教
育
―
「
地
域
史
」
と
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
再
構
築
』（
明
石

書
店
、
二
〇
〇
八
年
）
を
は
じ
め
と
す
る
先
行
研
究
が
少
な
く
な
い
。

２　

教
科
書
出
版
社
は
、
Ｂ
Ｉ
Ｇ
Ｚ
（B

IG
Z školstvo

）、
ダ
ー
タ
・
ス
タ
ト
ゥ
ス
（D

ata 

Status

）、エ
ド
ゥ
カ
（Eduka

）、フ
レ
ス
カ
（Freska

）、ゲ
ル
ン
デ
ィ
ユ
ム
（G

erundijum

）、

ク
レ
ッ
ト
（K

lett

）、
ク
レ
ア
テ
ィ
ヴ
ニ
・
ツ
ェ
ン
タ
ル
（K

reativni centar

）、
ノ
ヴ
ィ
・

ロ
ゴ
ス
（N
ovi Logos

）、
ガ
イ
ッ
チ
（Školski servis G

aji ć

）、
ヴ
ル
カ
ン
（V

ulkan 

izdavaštvo

）、
教
科
書
局
（Zavod za udžbenike

）
の
一
一
社
。
な
お
、
ガ
イ
ッ
チ
は
五

年
生
向
け
の
み
、
フ
レ
ス
カ
は
五
年
生
向
け
と
六
年
生
向
け
の
み
、
ダ
ー
タ
・
ス
タ
ト
ゥ
ス

は
六
年
生
向
け
〜
八
年
生
向
け
の
み
刊
行
し
て
い
る
ほ
か
、
ヴ
ル
カ
ン
は
五
年
生
向
け
を
二

種
類
刊
行
し
て
い
る
。
セ
ル
ビ
ア
教
育
・
科
学
・
技
術
開
発
省
（M

inistarstvo prosvete, 

nauke i tehnološkog razvoja

）
の
サ
イ
ト
〔https://w

w
w.m

pn.gov.rs/

〕
に
あ
る
教
科

書
目
録
を
参
照
。
最
終
閲
覧
日
は
二
〇
二
二
年
一
月
八
日
（
以
下
、
全
て
の
サ
イ
ト
の
閲
覧

日
も
同
じ
）。

３　

教
科
書
出
版
社
は
、
Ｂ
Ｉ
Ｇ
Ｚ
、
ダ
ー
タ
・
ス
タ
ト
ゥ
ス
、
エ
ド
ゥ
カ
、
フ
レ
ス
カ
、
ゲ

ル
ン
デ
ィ
ユ
ム
、
ク
レ
ッ
ト
、
ノ
ヴ
ィ
・
ロ
ゴ
ス
、
ヴ
ル
カ
ン
、
教
科
書
局
の
九
社
。
教
科

書
局
は
六
年
生
向
け
を
二
種
類
刊
行
し
て
い
る
。
セ
ル
ビ
ア
教
育
・
科
学
・
技
術
開
発
省
の

サ
イ
ト
に
あ
る
教
科
書
目
録
（
前
掲
）
を
参
照
。

４　
『
中
学
校
用
教
科
書
目
録
（
令
和
３
年
度
使
用
）』（
文
部
科
学
省
、二
〇
二
〇
年
）
を
参
照
。

な
お
、
現
在
の
ク
ロ
ア
チ
ア
で
は
地
理
教
科
書
が
各
学
年
三
〜
五
種
類
、
歴
史
教
科
書
が
各

学
年
四
〜
五
種
類
出
版
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
二
〇
〇
〇
年
代
半
ば
に
教
科
書
が
急
増
し

た
時
期
が
あ
り
、
原
則
と
し
て
事
前
調
査
に
お
い
て
採
択
率
三
位
ま
で
の
も
の
し
か
学
校
で

の
使
用
を
認
め
な
い
と
い
う
規
制
を
設
け
た
結
果
で
あ
り
、一
時
期
よ
り
は
減
少
し
て
い
る
。

ク
ロ
ア
チ
ア
科
学
・
教
育
省
（M

inistarstvo znanosti i obrazovanja

）
の
サ
イ
ト
〔https://

m
zo.gov.hr/

〕
に
あ
る
教
科
書
目
録
を
参
照
。

５　

ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
紛
争
に
関
連
し
て
、
柴
宜
弘
は
「
ク
ロ
ア
チ
ア
内
戦
と
ボ
ス
ニ
ア
内

戦
は
、
基
本
的
に
は
『
セ
ル
ビ
ア
人
問
題
』
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
」
と
述
べ
て
い
る
（
柴

宜
弘
『
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
現
代
史
』
岩
波
書
店
、
一
九
九
六
年
、
一
六
九
頁
）。
ま
た
、

こ
こ
で
い
う
「
セ
ル
ビ
ア
人
問
題
」
は
、「
国
内
に
強
く
独
立
に
反
対
す
る
セ
ル
ビ
ア
人
が

多
数
居
住
し
て
い
る
か
否
か
の
問
題
」
と
定
義
さ
れ
て
い
る
（
柴
宜
弘
編
『
バ
ル
カ
ン
史
』

山
川
出
版
社
、
一
九
九
七
年
、
三
七
四
頁
）。

６　

N
acionalni sastav stanovništva SFR Jugoslavije po naseljim

a i opštinam
a. K

njiga I, 

B
eograd: Savezni zavod za statistiku, 1991, p.12. 

７　

佐
原
徹
哉
『
ボ
ス
ニ
ア
内
戦
―
グ
ロ
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
カ
オ
ス
の
民
族
化
』
有
志
舎
、

二
〇
〇
八
年
、
九
八
〜
九
九
頁
。
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８　

こ
の
時
期
の
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
の
役
割
に
つ
い
て
は
、
定
形
衛
「
旧
ユ
ー
ゴ
紛
争
と
デ
ィ
ア

ス
ポ
ラ
問
題
―
ク
ロ
ア
チ
ア
と
コ
ソ
ヴ
ォ
を
事
例
に
」『
名
古
屋
大
学
法
政
論
集
』二
二
四
号
、

二
〇
七
〜
二
三
七
頁
が
詳
し
い
。
こ
の
論
文
で
は
、「
旧
ユ
ー
ゴ
の
体
制
転
換
、
紛
争
過
程

に
お
い
て
、政
治
的
、財
政
的
、軍
事
的
貢
献
に
お
い
て
多
大
な
役
割
を
果
た
し
た
」（
二
〇
八

頁
）
こ
と
を
前
提
と
し
て
、
ク
ロ
ア
チ
ア
人
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
と
ア
ル
バ
ニ
ア
人
デ
ィ
ア
ス
ポ

ラ
に
つ
い
て
詳
し
い
分
析
が
な
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
ク
ロ
ア
チ
ア
で
は
「
ク
ロ
ア
チ
ア
共

和
国
に
居
住
地
を
持
た
な
い
ク
ロ
ア
チ
ア
国
民
」
に
選
挙
権
が
付
与
さ
れ
て
お
り
、
彼
ら
を

デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
と
呼
ぶ
こ
と
が
あ
る
が
、
そ
の
場
合
に
は
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
の
大
多
数
は
ボ
ス

ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ヴ
ィ
ナ
の
ク
ロ
ア
チ
ア
人
で
あ
る
。

９　

U
stav R

epublike Srbije, Službeni glasnik Republike Srpske, br. 98/2006. 

こ
れ
と
同

様
の
条
文
は
、
一
九
九
〇
年
に
制
定
さ
れ
た
ク
ロ
ア
チ
ア
共
和
国
憲
法
に
も
あ
る
。「
ク
ロ

ア
チ
ア
共
和
国
は
外
国
に
居
住
ま
た
は
滞
在
す
る
自
ら
の
国
民
（državljanin

）
の
権
利
と

利
益
を
保
護
し
、
彼
ら
と
祖
国
の
関
係
を
促
進
す
る
。
他
国
に
お
け
る
ク
ロ
ア
チ
ア
民
族
の

活
動
に
は
、
ク
ロ
ア
チ
ア
共
和
国
に
よ
る
特
別
の
配
慮
と
保
護
が
保
証
さ
れ
る
」（
第
一
〇

条
）。U

stav R
epublike H

rvatske, N
arodne novine, br. 56/1990. 

同
じ
く
、
一
九
九
一
年

に
制
定
さ
れ
た
マ
ケ
ド
ニ
ア
共
和
国
憲
法
に
は
「
共
和
国
は
近
隣
諸
国
の
マ
ケ
ド
ニ
ア
民
族

構
成
員
と
マ
ケ
ド
ニ
ア
か
ら
の
移
民
の
地
位
と
権
利
を
保
護
し
、
彼
ら
の
文
化
的
発
展
を
助

け
、
彼
ら
と
の
関
係
を
促
進
す
る
。
共
和
国
は
国
外
の
共
和
国
市
民
（грагѓаните
）
の
文

化
的
、
経
済
的
、
社
会
的
権
利
を
保
護
す
る
」
と
い
う
条
文
（
第
四
九
条
）
が
あ
る
。

U
stav na R

epublika M
akedonija, Služben vesnik na Republika M

akedonija, br. 

52/1991.

10　

Zakon o dijaspori i Srbim
a u regionu (Službeni glasnik RS, br. 88/2009).

11　

Strategiju očuvanja i jačanja veza m
atične države i dijaspore, kao i m

atične države i 

Srba u regionu, B
eograd: M

inistarstvo vera i dijaspore, 2011.

12　

M
inistarstvo spoljnih poslova, U

prava za saradnju sa dijasporom
 i Srbim

a u regionu. 

[https://w
w

w
.dijaspora.gov.rs/]

13　

定
数
四
五
名
。
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
と
し
て
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
代
表
四
名
、
ド
イ
ツ
代
表
四

名
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
代
表
三
名
、
ス
イ
ス
代
表
三
名
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ

ン
ド
代
表
三
名
、
カ
ナ
ダ
代
表
二
名
、
フ
ラ
ン
ス
代
表
二
名
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
代
表
二
名
、

イ
ギ
リ
ス
代
表
二
名
、
中
南
米
代
表
一
名
、
ベ
ネ
ル
ク
ス
代
表
一
名
、
デ
ン
マ
ー
ク
代
表
一

名
、
イ
タ
リ
ア
代
表
一
名
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
・
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
・
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
代
表
一
名
、

ロ
シ
ア
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
・
ベ
ラ
ル
ー
シ
代
表
一
名
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
・
チ
ェ
コ
・
ス
ロ
ヴ
ァ
キ

ア
・
ラ
ト
ヴ
ィ
ア
・
エ
ス
ト
ニ
ア
・
リ
ト
ア
ニ
ア
代
表
一
名
、
ス
ペ
イ
ン
・
ポ
ル
ト
ガ
ル
代

表
一
名
、
ギ
リ
シ
ア
・
ブ
ル
ガ
リ
ア
・
キ
プ
ロ
ス
代
表
一
名
、
ト
ル
コ
・
近
東
諸
国
・
ア
ラ

ブ
首
長
国
連
邦
・
ク
ウ
ェ
ー
ト
代
表
一
名
、
中
国
・
ア
ジ
ア
諸
国
代
表
一
名
、
南
ア
フ
リ
カ
・

ア
フ
リ
カ
諸
国
代
表
一
名
。
地
域
の
セ
ル
ビ
ア
人
と
し
て
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
、
ル
ー
マ
ニ
ア
、

ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
、
ク
ロ
ア
チ
ア
、
ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ヴ
ィ
ナ
、
モ
ン
テ
ネ
グ
ロ
、（
北
）

マ
ケ
ド
ニ
ア
、
ア
ル
バ
ニ
ア
各
一
名
（「
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
と
地
域
の
セ
ル
ビ
ア
人
に
関
す
る

法
律
」
第
一
八
条
に
よ
る
）。

14　

N
arodna skupština R

epublike Srbije. O
dbor za dijasporu i Srbe u regionu. [http://

w
w

w
.parlam

ent.gov.rs/]

15　

Pravilnik o izm
enam

a o Pravilnika o nastavnom
 planu i program

u osnovnog 

obrazovanja i vaspitanja, Službeni glasnik Republike Srbije, Prosvetni glasnik, br. 

9/2006.

16　
Srboljub Stam

enković et al., G
eografi ja za 8. razred osnovne škole, B

eograd: Zavod 

za udžbenike, 2011, pp.88-95; V
inko K

ovačević et al., G
eografi ja 8. U

džbenik za osm
i 

razred osnovne škole, B
eograd: K

lett, 2010, pp.152-155.

17　

Liljana Živković et al., G
eografi ja za osm

i razred osnovne škole, B
eograd: Freska, 

2013, pp.202-215

18　

Pravilnik o program
u nastave i učenja za osm

i razred osnovnog obrazovanja i 
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vaspitanja, Službeni glasnik Republike Srbije, Prosvetni glasnik, br. 11/2019.
19　

M
arko V. M

ilošević, G
eografi ja 8: udžbenik za osm

i razred osnovne škole, B
ograd: 

B
IG

Z školstvo, 2021, pp.212-224.

20　

Jelena M
ilanković et al., G

eografija 8, U
džbenik za osm

i razred osnove škole, 

B
eograd: D

ata status, 2021, pp.174-189.

21　

K
ristina Đ

orđević, G
eografi ja 8: udžbenik za osm

i razred osnovne škole, Zagreb: 

Eduka, 2021, pp.265-275.

22　

N
enad Ž

ivković et al., G
eografija za osm

i razred osnovne škole, B
eograd: 

G
erundijum

, 2021, pp.180-189.

23　

Tanja Plazinić, G
eografi ja 8. U

džbenik za 8. razred osnove škole, B
eograd: K

lett, 

2021, pp.198-209.

24　

D
ragan M

ilošević et al., G
eografija 8. U

džbenik za osm
i razred osnove škole, 

B
eograd: K

reativni centar, 2021, pp.238-256.

25　

D
ejan Šabić et al., G

eografi ja 8. U
džbenik za osm

i razred osnove škole, B
eograd: 

N
ovi Logos, 2021, pp.216-225.

26　

D
ragana M

ilošević et al., G
eografija 8: udžbenik za osm

i razred osnovne škole, 

B
eograd: V

ulkan izdavaštvo, 2021, pp.255-260.

27　

M
ilka B

ubalo Živković et al., G
eografi ja 8: udžbenik za osm

i razred osnovne škole, 

B
eograd: Zavod za udžbenike, 2021, pp.165-171. 

28　

ノ
ヴ
ィ
・
ロ
ゴ
ス
と
ヴ
ル
カ
ン
の
地
理
教
科
書
に
は
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
の
セ
ル
ビ
ア
人
に
関

す
る
記
述
は
な
い
。

29　

Tanja Plazinić, G
eografi ja 8, pp.204, 210.

30　

Tanja Plazinić, G
eografi ja 8, p.201.

31　

A
leksandar Todosijević et al., Istorija 8. U

džbenik sa odabranim
 istorijskim

 izvorim
a 

za 8. razred osnovne škole, B
eograd: K

lett, 2021, p.229.

32　

D
ragana H

adžić et al., Istorija 8: udžbenik sa odabranim
 istorijskim

 izvorim
a za 

osm
i razred osnovne škole, B

eograd: D
ata Status, 2021, pp.218-219.

33　

M
ilka B

ubalo Živković et al., G
eografi ja 8, pp.10-11.

34　

M
ilka B

ubalo Živković et al., G
eografi ja 8, p.12.

35　

Tanja Plazinić, G
eografi ja 8, p.22.

36　

A
sllan Pushka et al., G

jeografia 9, Prishtine: Libri Shkollor, 2009, p.91; Fehm
i 

R
exhepi el al., H

istoria 5, Prishtine: Libri Shkollor, 2009, pp.108-109; Fehm
i R

exhepi, 

H
istoria 9, Prishtine: Libri Shkollor, 2011, p.179.

37　

Popis stanovništva, dom
aćinstva i stanova. Stanovništvo prem

a državljanstvu, 

narodnosti, vjeri i m
aterinskom

 jeziku, Statistička izvješća 1469/2012, Zagreb: D
ržavni 

zavod za statistiku, 2013, p.11.

38　

Ibid., p.11.

39　

大
竹
秀
樹
「
ク
ロ
ア
チ
ア
に
お
け
る
少
数
民
族
保
護
に
つ
い
て
―
欧
州
審
議
会
加
盟
と
の

関
係
に
お
い
て
―
」『
日
本
福
祉
大
学
社
会
福
祉
論
集
』
一
一
二
号
、
二
〇
〇
五
年
、

一
〇
一
〜
一
一
六
頁
、
材
木
和
雄
「
ク
ロ
ア
チ
ア
に
お
け
る
民
族
問
題
と
セ
ル
ビ
ア
人
の
地

位
―
そ
の
歴
史
的
変
遷
と
内
戦
終
結
後
の
問
題
状
況
」『
Ｉ
Ｐ
Ｓ
Ｈ
Ｕ
研
究
報
告
シ
リ
ー
ズ
』

四
二
、二
〇
〇
九
年
、
一
一
八
〜
一
四
三
頁
、
同
「
ク
ロ
ア
チ
ア
に
お
け
る
セ
ル
ビ
ア
系
難

民
の
帰
還
の
障
害
と
住
宅
問
題
―「
失
わ
れ
た
公
有
住
宅
の
居
住
権
」の
問
題
を
中
心
に
」『
環

境
科
学
研
究
（
広
島
大
学
大
学
院
総
合
科
学
研
究
科
）』
４
、二
〇
〇
九
年
、五
一
〜
七
五
頁
、

同
「
セ
ル
ビ
ア
に
お
け
る
難
民
の
現
地
社
会
へ
の
統
合
の
進
行
状
況
」『
環
境
科
学
研
究
（
広

島
大
学
大
学
院
総
合
科
学
研
究
科
）』
５
、二
〇
一
〇
年
、
四
九
〜
八
五
頁
、
同
「
ク
ロ
ア
チ

ア
に
お
け
る
セ
ル
ビ
ア
人
難
民
の
帰
還
と
再
統
合
―
雇
用
問
題
の
側
面
か
ら
の
考
察
」『
環

境
科
学
研
究
（
広
島
大
学
大
学
院
総
合
科
学
研
究
科
）』
６
、二
〇
一
一
年
、
九
〜
三
八
頁
、

山
川
卓
『
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
保
護
の
ク
ロ
ア
チ
ア
政
治
史
―
ネ
イ
シ
ョ
ン
化
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
化

の
弁
証
法
―
』
晃
洋
書
房
、
二
〇
一
九
年
等
。
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40　
Tanja Plazinić, G

eografi ja 8, p.201.
41　

Tanja Plazinić, G
eografi ja 8, p.201.

42　

D
ejan Šabić et al., p.219.

43　

D
ragan M

ilošević et al., G
eografi ja 8, p.245

44　

U
roš M

ilivojević et al., Istorija 8: udžbenik sa odabranim
 istorijskim

 izvorim
a za 

osm
i razred osnovne škole, B

IG
Z školstvo, 2021, p.160. 

こ
の
教
科
書
で
は
、
ほ
ぼ
同
じ

説
明
が
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
ほ
か
（p.145

）、
ヤ
セ
ノ
ヴ
ァ
ツ
の
「
死
の
収
容
所
」
の
写
真

と
解
説
（p.161

）、
そ
の
土
地
に
戦
後
に
な
っ
て
設
置
さ
れ
た
「
石
の
花
」
の
モ
ニ
ュ
メ
ン

ト
の
写
真
と
解
説
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
（p.159

）。

45　

U
roš M

ilivojević et al., Istorija 8, pp.247-248.

46　
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leksandar Todosijević et al., Istorija 8, p.219.

47　

A
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nazije u R
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anijel O

rešić et al., G
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anijel O
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rešim

ir Erdelja et al., K
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K
rešim

ir Erdelja et al., K
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rešim

ir Erdelja et al., K
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